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研究ノート
学習指導要領の研究
一新旧学習指導要領国語科の対比と
その考察（小学校、中学校）一
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1はじめに
平成18年12月に教育基本法が概ね60年ぶりに改正され、そしてそれを
受けて平成19年6月に学校教育法の一部が改正された。改正教育基本法
や学校教育法の一部改正では、「生きるカ」を支える「確かな学力」「豊か
な心」「健やかな体」の調和を重視するとともに、学力の重要な要素は、
①基礎的・基本的な知識技能の習得、②知識・技能を活用して課題を解決
するために必要な思考力、判断力、表現力等、③学習意欲であると指摘し
ている。そして、それを受けて平成20年1月中央教育審議会は「幼稚園、
小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善にっ
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いて」の答申を発表した。ここには、教育課程を編成するための一般方針
が掲げられている。そこでは、適切な教育課程を編成するものとし、そし
て目標を達成するための教育活動を進めるに当たってのポイントを指摘し
ている。
各教科において、児童に生きるカをはぐくむことを目指し、創意工夫
を生かした特色ある教育活動を展開する中で、基礎的・基本的な知識
及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決するために
必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくむとともに、主
体的に学習に取り組む態度を養い、個性を生かす教育の充実に努めな
ければならない。（1）
以下にその様相の一端を具体的に見てみる。
1基礎的・基本的な知識・技能の確実な習得
これは、学校教育法30条において、これからの時代に生きる子供達に
必要な学力の要素として規定されている。基礎的・基本的な知識・技能の
習得を図る方策をめぐっては、中央教育審議会の答申において、以下の二
者を掲げている。
●発達や学年の段階に応じた指導を重視する（小学校の場合を見てみ
る）
ここでは、小学校低学年から中学年までは、「体験的な理解や具体物を
活用した思考や理解、反復学習などの繰り返し学習といった工夫による
『読み・書き・計算』の能力の育成を重視」することが有効であるとし、
また中学年より高学年以降は、「体験と理論の往復による概念や方法の獲
得や討論・観察・実験による思考や理解を重視するといった指導の工夫
が」が有効であるとする。具現すれば、「読み・書き・計算」等の基礎的
な知識・技能をめぐっては、小学校の低・中学年を中心に徹底して習得さ
せ、学習の基盤を構築していくことが大切であるとする。加えて、体験的
な音読、暗記、暗調、反復等も有効であるとする。
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●「重点指導事項例」によって確かな力を育成する
ここでは、
社会において自立的に生きる基礎として実生活において不可欠であり
常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能（2）
と
義務教育及びそれ以降の様々な専門分野の学習を深め、高度化してい
く上で共通の基礎として習得しておくことが望ましい知識・技能（3）
等の二者の類型が示されている。これは、確かな学力を育成するための重
要な手掛かりとして活用することが必要である。
2思考力・判断力・表現力等の能力の育成
これは、同じく学校教育法第30条に学力の重要な要素として規定され
ている。思考力・判断力・表現力等の育成をめぐっては、中央教育審議会
の答申において、以下のような例が掲げられている。
1体験から感じ取ったことを表現する。
2事実を性格に理解し伝達する。
3概念、法則、意図などを解釈し、説明したり活用したりする。
4情報を分析・評価・論述する。
5課題について、構想を立て実践し、評価・改善する。
6互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる。（4）
これらは、いずれも各教科の特性において取り組まれるべき学習活動で
ある。思考力・判断力・表現力等の基礎となるものは、数式等を含む広い
意味での言語能力であり、その中核となるのは言うまでもなく国語であ
る。言語に関する能力をめぐって、答申は国語科における取り組みだけで
なく、「理科の観察・実験レポートや社会見学レポートの作成や推敲、発
表、討論等」総ての活動によって育成されるとする。斯様な活動は、思考
力・判断力・表現力等の育成にも有効である。加えて、各教科の指導にお
いては、記録、要約、説明、論述等の言語活動の必要1生を指摘する。
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3主体的に取り組む態度や学習の確立
これも学校教育法第30条に規定されている学力の重要な要素の一つで
ある。学力調査等よりみると児童は上級学年になるにしたがって学習意欲
が低くなっており、知識・技能や思考力・判断力等以上に問題視されてい
ることから、主体的に学習に取り組む態度を養うこと（5）が一層求められ
るところである。斯様なことより教育課程の編成・実施に当たっては、小
学校の低・中学年の時期に学習習慣を確立させるともに、児童がっまずき
易い内容を始め基礎的・基本的知識・技能の確立な定着を図るような分か
る授業の工夫が必要である。加えて、観察・実験やレポートの作成、論述
等の体験的な学習、キャリア教育等を通じて、児童が自ら将来について夢
や憧れを持ったり、学ぶ意欲を認識したりすることができるように指導の
創意工夫が必要である。
4言語活動の充実
各教科等における言語活動の充実は、今回の学習指導要領の改訂におい
て各教科を貫く重要な改善の視点である。国語を始めとする言語は、知的
活動（論理や思考），でだけでなく、コミュニケーションや感情・情緒の基
盤であり、国語科においてこれらの言語の果たす役割に応じた能力、そし
て感情や情緒を育むことを重要視している。特に小学校の低・中学年おい
て、漢字の読み書き、音読や暗唱、対話、発表等により基本的な国語の能
力の定着が求められている。加えて、古典の暗唱等により言葉の美しさや
リズムを体感させるとともに、発達段階に応じて、記録、要約、説明、論
述等といた言語活動を行う能力を培うことが求められている。各教科等に
おける言語活動の充実に当たっては、教師がその必要性を十分理解し、言
語活動を各教科の指導計画に位置付け、そして授業の構成や進め方を改善
することが必要である。更に、教科書に取り上げられている言語活動の活
用等の指導の工夫、読書活動の推進、学校図書館の活用、学校における言
語環境の整備等の条件整備が必要である。
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斯様な教育課程編成の一般方針を受けて、各教科はそれぞれ改訂された
のである。本研究では、このことを踏まえ国語科の学習指導要領か如何な
る内容に改訂されたのかを新旧の学習指導要領対照表を基に探り、国語改
訂の特徴（特色）を明らかにすることを目的とする。
II「国語」改訂のポイント小学校
●小学校の場合
国語科の学習指導要領の対照表（小学校の場合）を見ると、目標、領域
構成（「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C読むこと」）は現
行の内容が維持されている。以下に国語科の改訂のポイントを簡約する。
まず、従来「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C読むこと」
領域の「内容の取扱い」に置かれていた「言語活動例」が格上げされ「内
容」に位置付けられたことである。斯様な背景には、言語の教育という教
科の特質や総授業時数、授業時数（国語科や算数科等）の増加等、そして
今回の改訂の学習指導要領において各教科を貫く重要な改善の視点（平成
20年1月の「中央教育審議会の答申」における）である「言語活動の充実」
の推進等が存在したためである。
次いで、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」が新設された
ことである。ここでは、日本語という言語の特質を、その機能や要素、史
的変化等の面より捉えさせようとしているところにその特色が認められ
る。就中、史的変化の面からは、昔話や神話・伝承等の本や文章、文語調
の短歌や俳旬、親しみ易い古文や漢文、近代以降の文語調の文章等を取り
扱うとし、小学校の国語科に「古典の指導」が本格的に導入されよう。そ
れは、60年振りに改正された教育基本法の「教育の目標」（五伝統と文化
を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに、他国
を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと。）が具現化
されたものである。
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更に、基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれを活用する能力を育む
観点より言語活動の充実が図られたことである。具現すれば、まずは日常
生活に必要とされる対話、記録、報告、要約、説明、感想等の言語活動を
行う能力を確実に身に付けるための言語活動例が具体的に例示されてい
る。次いで、「情報の取り入れ一解釈一熟考・評価」というPISA型読解
力的な観点より内容が挙げられている。これは、言うまでもなくPISA型
読解力の育成（学力向上）を志向してのことである。
以上が「国語」改訂のポイントである。以下、「第1学年及び第2学年」
「第3学年及び第4学年」「第5学年及び第6学年」毎にそれぞれ改訂の内
容について見てみる。
皿小学校学習指導要領に係る新旧対照表
???変更された表現
灘加えられた語旬や事項
移行した語旬や事項
???変更された表現
削除された語旬や事項
移行した語句や事項
新
第2章各教科第1節国語1目標
国語を適切に表現し正確に理解
する能力を育成し、伝え合うカを
高めるとともに、思考力や想像力
及び言語感覚を養い、国語に対す
る関心を深め国語を尊重する態度
を育てる。
第2各学年の目標及び内容
〔第1学年及び第2学年〕
1目標（1）相手に応じ、身近なことなど
について、事柄の順序を考えな
旧
第2章各教科第1節国語1目標
国語を適切に表現し正確に理解
する能力を育成し、伝え合うカを
高めるとともに、思考力や想像力
及び言語感覚を養い、国語に対す
る関心を深め国語を尊重する態度
を育てる。
第2各学年の目標及び内容
〔第1学年及び第2学年〕
1目標（1）相手に応じ、経験した事など
について、事柄の順序を考えな
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がら話す能力、大事なことを落
とさないように聞く能力、羅灘
1灘鰯灘難講灘鑛灘灘灘を身に付
けさせるとともに、進んで話し
たり聞いたりしようとする態度
を育てる。
（2）経験したことや想像したこと
などにっいて、順序を整理し、
簡単な構成を考えて文や文章を
書く能力を身に付けさせるとと
もに、進んで書こうとする態度
を育てる。
（3），書かれている事柄の順序や場
面の様子などに気付いたり、難
雛難難灘灘灘しながら読む能力
を身に付けさせるとともに、楽
しんで読書しようとする態度を
育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育てるため、次の事項について
指導する。
ア難難鍵灘鑛鍵灘羅難灘
灘灘灘灘羅灘灘麟灘麟鐵
灘灘鍵鐵灘灘
イ
i騰難難、丁寧な言葉と普通の言
葉との違いに気を付けて話すこ
よ・
ウ姿勢や口形、灘灘灘鑛
灘などに注意して、はっきりし
た発音で話すこと。
工大事なことを落とさないよう
にしながら、興味をもって聞く
こと。
オ互いの話を集中して聞き、話
題に沿って話し合うこと。
（2）鰯鰯灘灘灘羅鞭灘難灘鰯
がら話すことや大事な事を落と
さないように聞くことができる
ようにするとともに、話し合お
うとする態度を育てる。
（2）経験した事や想像した事など
について、順序が分かるよう
に、語や文の続き方に注意して
文や文章を書くことができるよ
うにするとともに、楽しんで表
現しようとする態度を育てる。
（3）書かれている事柄の順序や場
面の様子などに気付きながら読
むことができるようにするとと
もに、楽しんで読書しようとす
る態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育てるため、次の事項について
指導する。
ア知らせたい事を選び、事柄の
順序を考えながら、相手に分か
るように話すこと。
イ大事な事を落とさないように
しながら、興味をもって聞くこ
と。
ウ身近な事柄にっいて、話題に
沿って、話し合うこと。
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灘繊灘灘雛、灘幾藷灘難難灘
難羅鑛難難難難繭灘騰
ア難i麹謬欝叢鞠騰経験鐡報羅灘i灘
灘鱗撚醐懸闇灘瀬懲鍵鍵難
講麟難撫鍵難，
イ議箋撫議毅難講鶴機糠雛鐵鍵騰
禦懸雛灘響螺鞭灘難灘灘魏灘鍵
羅醗霧難謙魑縫選
ウ灘雛灘藷鑛鑛li縫きき懇1拶響懸懸鍛i懇膨，
雛難霧響鞍鍵灘瓢繊懸勤近
難難鑛難艦驚磯糞翻購鵬遜
工甥灘灘灘難麟襲羅難難鞍鍍灘紹欝騨塑懸麗懇
購麟．霧験灘騒鞭叢
B書くこと
（1）書くことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す
る。
ア纏麟萎灘糠選謹灘灘募橡遽麟羅麩、
鞍灘灘鐵懇懸灘灘欝馨獣，i書こ
うとする題材に必要な事柄を集
めること。
イ自分の考えが明確になるよう
に、欝鞭鰺蠣獲1，灘鶏顛簡単な
構成を考えること。
ウ語と語や文と文との続き方に
注意しながら、鯉懸麺蛾⑳凝欝
螺灘灘難，を書くこと。
工文章を読み返す習慣を付ける
とともに、間違いなどに気付
き、正すこと。
オ馨隷霧遜㊨叢読i霧総難、講
遜遜離懸灘獄i麟灘蘇想懸怯簗奮
翻蓬蟹
（2）鱒獲暴繊薯灘鯉羅，蕪獄翻
蕪縢馨㈱繊豫鞍慧鍍溝動慈灘
趨麺辮響灘i灘懸硬灘糞逐i
ア懇橡難羅羅．鎚養、選懇奨藁獲叢
B書くこと
（1）書くことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す
る。
ア相雛灘鰯鞄溝羅黎擁灘墜．書
くこと。
イ書こうとする題材に必要な事
柄を集めること。
ウ自分の考えが明確になるよう
に、簡単な組立てを考えるこ
と。
工麟繭翻臓欝難鞍灘。i鶴灘馨、語
と語や文と文との続き方に注意
して書くこと。
オ文章を読み返す習慣を付ける
とともに、間違いなどに注意す
ること。
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イ
ウ難i難灘叢勲罎雛，灘難灘畷灘鑛
灘難灘灘繰灘灘鰯
エ繍灘溝灘灘灘灘灘灘羅“
難灘灘
オ
C読むこと
（1）読むことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す
る。
ア語のまとまりや言葉の響きな
どに気を付けて音読すること。
イ時間的な順序や事柄の順序な
どを考えながら内容の大体を読
むこと。
ウ場面の様子について、難鑛難
難灘綴灘灘難纏難想像を広げな
がら読むこと。
工難羅灘綴灘灘灘議灘難簾灘
灘灘灘鑛鍵繁
オ襲纈鞍灘難灘離鱗i霊鐵鞭獲罎購懸
繕翻i麹鰯羅’灘雛灘騰鱗灘灘i灘
霧灘灘難灘難灘雛鰯鍵鰹難
力馨難鑛繋灘雛灘1纈纏麟叢
灘難灘灘鱗灘霧嚢灘灘鰯簿畿驚
簿灘（2）鐡鑛灘鞭灘嚢鱗灘難翻，
灘、灘鱗灘灘難灘難難鍵．灘
灘羅霧灘灘灘霧灘灘鰯嚢
ア灘．難i萎辮灘灘懸繊霧懸
雛灘灘灘麗鍵難麟鑛鍼羅灘
イ鐵聾霧護灘難1饗i灘嚢灘
灘灘鰯灘灘灘鞍灘難灘灘灘鍵霧
ウ翻灘鞭灘灘灘．懸
C読むこと
（1）読むことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す
る。
ア駿灘騰轍灘1懸1灘1蟻嚢i
読むことカヘ）
イ時問的な順序、事柄の順序な
どを考えながら内容の大体を読
むこと。
ウ場面の様子灘欝について、想
像を広げながら読むこと。
工語や文としてのまとまりや内
容、響きなどについて考えなが
ら声に出して読むこと。（C
読むことアヘ）
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騨灘灘羅叢灘難難灘簸灘
工轍欝鞭鱗麟醗灘灘嬢難
灘馨灘雛灘雛灘難灘読灘醗撚
雛難羅㈱叢
オ譲灘灘i灘鱗懸灘轍難，
難鑛懇織灘響難羅灘
毯犠纏醐懸灘雛叢顯懸羅講鰯欝鐵
灘闇覇難離麹
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
にっいて指導する。
ア犠難琶磁灘懸i蕪藻i欝灘関灘麹藩
（ア）灘欝灘鷺、灘灘㈱難難
叢鞭磯醗醗麟懸還灘灘鐵
雛鍵鐡絵灘螺繊灘難職灘
イ言葉の特徴やきまりに関する
事項
（ア）麟藁礫蹴謙讐辮勢⑳欝雛霧灘1萎叢灘
翻慧欝経験獲雛慕懸犠辮難鋤
灘灘騒簸灘鯨欝灘灘懸
α）i畿難灘羅i雛灘糟孫騰．灘霧
鍵灘灘蝉鹸鐵蕪璽麓蝶鐵愚麟懸
1、雛、難蕪欄灘醗叢
（ウ）麟簾灘籔鐵1藤鱗1難、鐵灘灘i麹総
雛灘蝶簗鐵．難難渥毯灘黛i灘鍵1
慧ω長音、拗音、促音、褄音など
の表記ができ、助詞の「は」、
「へ」及び「を」を文の中で正
しく使うこと。
（オ）句読点の打ち方や、かぎ
（「」）の使い方を理解して文
章の中で使うこと。
（カ）文の中における主語と述語と
の関係に注意すること。
團敬体で書かれた文章に慣れる
こと。
ウ文字に関する事項
羅鰯難麟
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
について指導する。
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くこと。また、片仮名で書く語
の灘難灘1、文や文章の中で
使うこと。
（イ）第1学年においては、別表の
学年別漢字配当表（以下「学年
別漢字配当表」という。）の第
1学年に配当されている漢字を
読み、漸次書き、文や文章の中
で使うこと。一
（ウ）第2学年においては、学年別
漢字配当表の第2学年までに配
当されている漢字を読むこと。
また、第1学年に配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第2学年に配当
されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使うこと。
（ア）平仮名及び片仮名を読み、書
（2）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア姿勢や筆記具の持ち方を正し
くし、灘難翻灘灘灘灘灘灘灘
鰯、丁寧に書くこと。
イ点画の長短や灘灘、接し方や
交わり方などに注意して、筆順
に従って文字を正しく書くこ
と。
ア発音・発声に関する事項
（ア）姿勢、口形などに注意して、
はっきりした発音で話すこと。
イ文字に関する事項
（ア）平仮名及び片仮名を読み、書
くこと。また、片仮名で書く語
を文や文章の中で使うこと。
（イ）第1学年においては、別表の
学年別漢字配当表（以下「学年
別漢字配当表」という。）の第
1学年に配当されている漢字を
読み、漸次書くようにすること。
（ウ）第2学年においては、学年別
漢字配当表の第2学年までに配
当されている漢字を読むこと。
また、第1学年に配当されてい
る漢字を書き、文や文章の中で
使うとともに、第2学年に配当
されている漢字を漸次書くよう
にすること。
ウ表記に関する事項
（ア）長音、拗音、促音、揆音など
の表記ができ、助詞の「は」、
「へ」及び「を」を文の中で正
しく使うこと。
（イ）旬読点の打ち方や、かぎ
（「」）の使い方を理解して文
章の中で使うこと。
工文及び文章の構成に関する事
墓
（ア）文の中における主語と述語と
の関係に注意すること。
オ言葉遣いに関する事項
（ア）丁寧な言葉と普通の言葉との
違いに気を付けて話し、また、
敬体で書かれた文章に慣れるこ
と。
（2）文字に関する事項の指導のう
ち、書写については、次の事項
を指導する。
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ア書写に関する事項
（ア）姿勢や用具の持ち方を正しく
して丁寧に書くこと。
（イ）点画の長短、接し方や交わり
方などに注意して、筆順に従っ
て文字を正しく書くこと。
3内容の取扱い※（→網掛け
以外は2内容の各欄へそ
れぞれ移動）
（1）内容の「A話すこと・聞くこ
と」、「B書くこと」及び「C読
むこと」に示す事項の指導は、
例えば次のような言語活動を通
して指導するものとする。
「A話すこと・聞くこと」
尋ねたり応答したりすること、
自分が体験した事などについて話
をすること、友達の話を聞くこ
と、読んだ本の中で興味をもった
ところなどを紹介することなど
「B書くこと」
絵に言葉を入れること、伝えた
い事を簡単な手紙などに書くこ
と、先生や身近な人などに尋ねた
事をまとめること、観察した事を
文などに表すことなど
「C読むこと」
昔話や童話などの読み聞かせを
聞くこと、絵や写真などを見て想
像を膨らませながら読むこと、自
分の読みたい本を探して読むこと
など
（2）第1学年において2の内容を
指導するに当たっては、入門期
であることを考慮し、当該学年
にふさわしい指導を行うこと。
その際、（1）の言語活動のうち、
尋ねたり応答したりすること、
絵に言葉を入れること、昔話や
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童話などの読み聞かせを聞くこ
と、絵や写真などを見て想像を膨
らませながら読むことなどを主と
して取り上げるよう配慮する，こと。
●考察以下「1目標」「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C
読むこと」等について触れることにする。
●「1目標」について
従来に比べて「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C読
むこと」等のいずれの領域においても前段に育成すべき能力（例：「話
す能力、聞く能力及び話し合う能力」等）を掲げ、そして強調してい
る。
まず、「A話すこと・聞くこと」の領域では、「話題に沿って話し
合う能力」という事項が新たに加えられている。ここでは、児童に
とって「身近なこと」をめぐって、話し手と聞き手との双方の立場よ
り言語活動を行うことが求められている。「話題に沿って話し合う能
力」は、合意形成を図ることや、お互いを理解し合い交流していく関
係を大切にすることの基礎を養う面からも大切である（6）。
次いで、「B書くこと」の領域では、従来に比べて「順序を整理」
「簡単な構成を考えて」とあるように構想の能力を重要視している。
「順序を整理」することは、課題を一層明確にしたり、書こうとする題
材に必要な事柄を更に集めたりすることや、文や文章の「簡単な構想
を考える」ことにつながっていく（7）のである。又、「簡単な構成を考
えて」ということは、情報や事柄の順序に沿いながら、文章の始めか
ら終わりまでの簡単な構成を意識（8）することを願っている。
最後に、「C読むこと」の領域では、従来に比べて「想像を広げ」
て読むことを重要視している。文学的な物語等場面の展開が明確な文
章では、場面の様子を把握した上で、その様子を豊かに想像しながら
読むことを求めている。
●「A話すこと・聞くこと」の領域について
ここでは、話題設定や取材に関する指導事項（ア身近なことや経
験したことなどから話題を決め、必要な事柄を思いだすこと。）が新設
されている。この指導事項は、学習者が課題を設定して学習活動を見
通し、実際に話したり聞いたりする活動を主体的に行える（9）ことを
願って新設されたものである。因みに、この指導事項は全学年に亘っ
て掲げ（新設）られている。
今一つは、ウに「声の大きさや速さ」という事項が新たに加えられ
ている。これは、音声化する際の基礎を養うものである。
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前述の如く日常生活に必要とされる記録、報告、説明、感想等の言
語活動を行う能力を確実に身に付けるための言語活動例は（2）のア、イ、
ウ、エに相当する。
●「B書くこと」の領域について
ここでは、書く能力を育成するための取材、構想、記述、推敲と
いった表現過程は、従来と同じであるが、しかしその具体的内容をめ
ぐっては新たに加えられたものもある。
取材に関する指導事項は、従来の「イ書こうとする題材に必要な
事柄を集めること。」といった内容に「経験したことや想像したこと
などから書くことを決め」といった内容が新たに加えられ、「ア経験
したことや想像したことなどから書くことを決め、書こうとする題材
に必要な事柄を集めること。」となっている。従来は、「必要な事柄を
集めること」とあるように目的意識を明確にさせる観点より取材指導
を展開してきたのに対し、今回は前述の如く個々人が見たり聞いたり
した身の回り出来事や経験を基盤にし、更に想像を膨らませて思考し
たことより書くことを明確にする観点より取材指導を展開していこう
という方向にある。
更に、新たに加わった内容は、「オ書いたものを読み合い、よいと
ころを見付けて感想を伝え合うこと。」という指導事項である。これ
は、交流に関する指導事項である。ここでは、書いたものを読み合い、
感想を相互に伝え合うという相手との交流を書くことのまとめとして
いる。この指導事項は全学年に亘って掲げ（新設）られている。
更にまた、新たに加わった内容として着目すべきは、言語活動例に
掲げられている「イ経験したことを報告する文章や観察したことを
記録する文章などを書くこと。」である。ここでは、経験したことを報
告する文章に書くこと、観察した事を記録する文に書くことを指摘し
ている。
前述の如く日常生活に必要とされる記録、報告、説明、感想等の言
語活動を行う能力を確実に身に付けるための言語活動例は（2）のア、イ、
ウ、エ、オに相当する。
●「C読むこと」の領域について
ここで、新たに加えられたのは、エ、オ、カの指導事項である。エ
とオは、自分の考えの形成及び交流に関する指導事項である。
まず、前者工の「文章の中の大事な言葉や文を書き抜くこと。」と
は、時間や事柄の順序（イの指導事項）、場面の様子や登場人物の行動
（ウの指導事項）等に関わって、文章の中で大事になる言葉や文、個々
人が自分の思いや考えを持つことに強く影響した言葉や文、思いや考
えを話したり書いたりするために必要となる言葉や文を等を適切に書
一338一
学習指導要領の研究
き抜くということである（10）。これは、PISA型読解力の「情報のとり
出し」に関する能力に相当する。
一方、後者のオの前半の「文章の内容と自分の経験とを結び付け」
るとは、個々人が有している文や文章の内容や構成に関する知識や経
験、特に読書経験等と結び付けて解釈し、想像を広げたり理解を深め
たりすることである（11）。そして、「自分の思いや考えをまとめ」るこ
とは、本や文章の内容や構成に関する児童一人一人の思いや考えを明
確に書きまとめることである（12）。このオの指導事項は、PISA型読解
力の中の「解釈」や「熟考」に関する能力に相当する。
前述したエとオの内容を翻って見ると、そこでは読みを深めるため
に「書き抜く」活動や「まとめる」活動等の書く活動を導入している
故、「読む」と「書く」と関連指導を重要視していることが分かる。国
語科における関連指導は、昭和52年改訂の学習指導要領（国語科）に
おいて初めて（法的立場より）位置付けられ、爾来重要視されるよう
になった。平成元年改訂の学習指導要領（国語科）においても同様に
重要視された。しかし、平成10年改訂の学習指導要領（国語科）にお
いては然程取り上げられなかった。
ここで国語科における関連指導の重要性について触れておく。人間
の言語活動は「聞く」「話す」「読む」「書く」の四つの形態によって営
まれているが、それらを伝達空間を軸として考えるとき、「話す」と
「書く」は表現者の側に属し、「聞く」と「読む」は理解者の側に属す
る。それらを一人の言語主体に即して考えてみれば、人問は本来理解
者であると同時に、表現者である。このことを念頭に置くとき、四つ
の言語活動（表現と理解）は個々ばらばらに行われるものではなく、
それらは統一あるものとして関連付けられていると考えられる。斯様
なことより表現と理解とは相互に関連し合いながらそれらの能力は高
められていると考えられる。したがって、指導の方向としても両者の
関連を図り得る部分は十分考慮して指導を展開していく必要がある。
表現力は表現活動、理解力は理解活動というように、それぞれ独立的
1に扱ってもそれなりの効果は期待できる。しかし、独立した活動と同
時に、両者を機能的に関連させるといった指導においてそれぞれの活
動の質を高め、確かな能力の育成が期待できるのである。このような
言語の能力とそれを育成する言語活動の関係より「読む」と「書く」
との関連指導を構想していくことである。
今一つのカは、目的に応じて読書に関する指導事項である。ここで
は、楽しむためや知識を得るために目的に応じて本や文章を選択して
読むことを願っている。又、新たに加わった内容として着目すべきは、
言語活動例に掲げられている「……科学的なことについて書いた本や
文章を読んで、感想を書くこと。」である。ここでは、説明的な文や文
章について感想を書く言語活動を位置付けている。
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前述の如く日常生活に必要とされる報告、説明、感想等の言語活動
を行う能力を確実に身に付けるための言語活動例は（2）のア、エ、オに
相当する。
〔第3学年及び第4学年〕
1目標（1）相手や目的に応じ、調べたこ
となどについて、筋道を立てて
話す能力、話の中心に気を付け
もに、工夫をしながら話したり
聞いたりしようとする態度を育
てる。
（2）相手や目的に応じ、調べたこ
となどが伝わるように、段落相
互の関係などに注意して文章を
書く能力を身に付けさせるとと
もに、工夫をしながら書こうと
する態度を育てる。
（3）目的に応じ、内容の中心をと
らえたり段落相互の関係を考え
たりしながら読む能力を身に付
けさせるとともに、幅広く読書
しようとする態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育てるため、次の事項について
指導する。
ア
イ相手や目的に応じて、理由や
事例などを挙げながら筋道を立
ウ
て、丁寧な言葉を用いるなど適
切な言葉遣いで話すこと。
〔第3学年及び第4学年〕
1目標（1）相手や目的に応じ、調べた事
などにっいて、筋道を立てて話
すことや話の中心に気を付けて
聞くことができるようにすると
ともに、進んで話し合おうとす
る態度を育てる。
（2）相手や目的に応じ、調べた事
などが伝わるように、段落相互
の関係などを工夫して文章を書
くことができるようにするとと
もに、適切に表現しようとする
態度を育てる。
（3）目的に応じ、内容の中心をと
らえたり段落相互の関係を考え
たりしながら読むことができる
ようにするとともに、幅広く読
書しようとする態度を育てる。
育てるため、次の事項について
指導する。
ア伝えたい事を選び、自分の考
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
えが分かるように筋道を立て
て、相手や目的に応じた適切な
言葉遣いで話すこと。
イ話の中心に気を付けて聞き、
自分の感想をまとめること。
ウ互いの考えの相違点や共通点
を考えながら、進んで話し合う?とこ
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工話の中心に気を付けて聞き、
暫問をしたり感想を述べたりす
ること。
一オ互いの考えの共通点や相違点
を考え、難麟鍵馨灘灘鑛難i
灘雛灘灘鱗魏灘難進行に沿って
話し合うこと。
（2）鰯灘灘灘灘醗灘雛灘鰯灘灘
魏懸灘灘灘翻i灘灘灘灘騨灘ア灘難鑛麟1灘鞭“灘榊鐵1
鰯難灘鱗灘灘鵜灘灘鐵懸灘i灘
難鰯灘鰯灘灘雛
イ難難灘灘難＃雛灘鱗難1
灘鵜灘灘灘馨灘繋灘講鱗鰯灘
翻難灘難麟
ウ1羅灘灘灘灘鐵鍵難
灘灘i灘灘難灘騰騰講難灘綴，灘懸
翻鰯購灘灘
B書くこと B書くこと
（1）書くことの能力を育てるた （1）書くことの能力を育てるた
め、次の事項について指導する。 め、次の事項について指導す
ア関心のあることなどから書く る。
ことを決め、相手や目的に応じ ア相手や目的に応じて、適切に
て、書く上で必要な事柄を調べ 書くこと。
ること。 イ書く必要のある事柄を収集し
イ文章全体における段落の役割 たり選択したりすること。
を理解し、自分の考えが明確に ウ自分の考えが明確になるよう
なるように、段落相互の関係な に、段落相互の関係を考えるこ
一どに注意して文章を構成するこ と。
と。 工書こうとする事の中心を明確
一ウ書こうとすることの中心を明 にしながら、段落と段落との続
確にし、目的や必要に応じて理 き方に注意して書くこと。
由や事例を挙げて書くこと。 オ文章のよいところを見付けた
工文章の敬体と常体との違いに り、間違いなどを正したりする
注意しながら書くこと。 こと。
オ文章の間違いを正したり、よ
りよい表現に書き直したりする
こと。
力灘幾難鱗灘難i蕪欝灘灘難講．
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（2）
ア
イ
ウ
工
C読むこと
（1）読むことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す
る。
ア内容の中心や場面の様子がよ
く分かるように音読すること。
イ目的に応じて、中心となる語
や文をとらえて段落相互の関係
や欝鍵鐵懸鐵鐵鱒関係を考え、
文章を読むこと。
ウ場面の移り変わりに涯懸嬉撚
襯雛獺、情景などについて、叙
述を基に想像して読むこと。
工目的や遜襲に応じて、文章の
要点や細かい点に注意しながら
読み、簾鷲識おゑ引胴「珍懸壌要
オ文章を読んで考えたことを発
表し合い、一人一人の感じ方に
ついて違いのあることに気付く
こと。
力目的に応じて、いろいろな本
や文章を選んで読むこと。
め、次の事項について指導する。
アいろいろな読み物に興味をも
C読むこと
（1）読むことの能力を育てるた
ち、読むこと。（C読むこと
カヘ）
や文をとらえて段落相互の関係
を考え、文章を正しく読むこと。
叙述を基に想像しながら読むこ
と。
工読み取った内容について自分
イ目的に応じて、中心となる語
ウ場面の移り変わりや情景を、
の考えをまとめ、一人一人の感
じ方について違いのあることに
気付くこと。
とめたり、必要なところは細か
い点に注意したりしながら文章
を読むこと。
面の様子がよく分かるように声
に出して読むこと。（C読む
ことアヘ）
オ目的に応じて内容を大きくま
力書かれている内容の中心や場
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（2）1灘灘灘欝灘畿灘灘灘翻
ア
イ
脚艦
ウi議購羅麹麟難鮮懸灘講萎羅欝難
工灘鰯灘躍灘灘纈灘鰯鞭購謙
オ
懇溝織㈱難難鰯灘羅縣灘鱗難鐵
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
について指導する。
（ア）鱗灘灘舞羅鱗灘鰻縷鞭灘i
α）灘鐵灘灘灘灘懸翻醸灘灘灘難難羅難灘購灘
懸鑛鱗灘灘鞭灘i
イ言葉の特徴やきまりに関する
事項（ア）麟灘灘灘灘灘鍵難馨麟
灘灘灘灘難．灘繊灘灘雛難灘饗欝
購羅難蟹
仔）灘懸灘欝懸羅．灘
（ウ）送り仮名に注意して書き、ま
た、活用についての意識をもつ
こと。
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
について指導する。
ア発音・発声に関する事項
（ア）灘鞭鱗灘灘雛鰯鰯灘灘灘1
イ文字に関する事項
（ア）第3学年及び第4学年の各学
年においては、学年別漢字配当
表の当該学年までに配当されて
いる漢字を読むこと。また、当
該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を書き、文や文章
の中で使うとともに、当該学年
に配当されている漢字を漸次書
くようにすること。
仔）漢字のへん、つくりなどの構
成についての知識をもつこと。
（ウ）第4学年においては、日常使
われている簡単な単語にっい
て、ローマ字で表記されたもの
を読み、また、ローマ字で書く
こと。
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段落の始め、会話の部分などの
必要な箇所は行を改めて書くこ
と。
めに必要な語旬を増し、また、
語旬には性質や役割の上で類別
があることを理解すること。
めに必要な文字や語旬にっい
て、辞書を利用して調べる方法
を理解し、調べる習慣を付ける
こと。
文の構成について初歩的な理解
をもつこと。
（ク）指示語や接続語が文と文との
ω句読点を適切に打ち、また、
（力表現したり理解したりするた
（カ）表現したり理解したりするた
㈲修飾と被修飾との関係など、
意味のつながりに果たす役割を
理解し、使うこと。
われている簡単な単語にっい
て、ローマ字で表記されたもの
を読み、また、ローマ字で書く
こと。
α）第3学年及び第4学年の各学
年においては、学年別漢字配当
表の当該学年までに配当されて
いる漢字を読むこと。また、当
該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を書き、文や文章
の中で使うとともに、当該学年
に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使うこと。
ウ文字に関する事項
（ア）第3学年においては、日常使
（ウ）漢字のへん、つくりなどの構
成についての知識をもつこと。
（2）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア文字の組立て方を理解し、形
を整えて書くこと。
ウ表記に関する事項
た、活用についての意識をもっ
こと。
段落の始め、会話の部分などの
必要な箇所は行を改めて書くこ
と。
工語旬に関する事項
（ア）送り仮名に注意して書き、ま
（イ）旬読点を適切に打ち、また、
めに必要な語旬を増し、また、
語旬には性質や役割の上で類別
があることを理解すること。
めに必要な文字や語句にっい
て、辞書を利用して調べる方法
を理解すること。
（ア）表現したり理解したりするた
（イ）表現したり理解したりするた
オ文及び文章の構成に関する事
項（ア）修飾語と被修飾語との関係な
ど、文の構成について初歩的な
理解をもつこと。
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注意して書くこと。
ウ点画の種類を理解するととも
イ漢字や仮名の大きさ、配列に
に、毛筆を使用して筆圧などに
注意して書くこと。
を理解すること。
（ウ）文と文との意味をつながりを
（イ）文章全体における段落の役割
考えながら、指示語や接続語を
使うこと。
丁寧な言葉で話し、また、文章
の敬体と常体との違いに注意し
ながら書くこと。
（2）文字に関する事項の指導のう
力言葉遣いに関する事項
（ア）相手やその場の状況に応じて
ち、書写については、次の事項
を指導する。
文字の形を整えて書くこと。
て書くこと。
（ウ）毛筆を使用して、点画の筆使
ア書写に関する事項
（ア）文字の組立て方に注意して、
（イ）文字の大きさや配列に注意し
いや文字の組立て方に注意しな
がら、文字の形を整えて書くこと。
3内容の取扱い（→網掛け以外
は2内容の各欄へそれぞ
れ移動）
（1）内容の「A話すこと・聞くこ
と」、「B書くこと」及び「C読
むこと」に示す事項の指導は、
例えば次のような言語活動を通
して指導するものとする。
「A話すこと・聞くこと」
身近な話題にっいてスピーチを
すること、要点などをメモに取り
ながら聞くこと、身近な出来事や
調べた事柄について説明したり報
告したりすることなど
「B書くこと」
手紙を書くこと、自分の疑問に
思った事などについて調べてまと
めること、経験した事を記録文や
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学級新聞などに表すことなど
「C読むこと」
読んだ内容などに関連した他の
文章を読むこと、疑問に思った事
などについて関係のある図書資料
を探して読むことなど
●考察以下「1目標」「A話すこと・聞くこと」
読むこと」等について触れることにする。
「B書くこと」「C
●「1目標」について
「第1学年第2学年」同様に従来に比べて「A話すこと・聞くこ
と」「B書くこと」「C読むこと」等のいずれの領域においても前
段に育成すべき能力（例：「筋道を立てては話す能力、話の中心に気を
付けて聞く能力」等）を掲げ、そして強調している。
まず、「A話すこと・聞くこと」の領域では、「進行に沿って話し
合う能力」という事項が新たに加えられている。ここでは、司会や提
案等の役割を果たしつつ、話合いの進行に合わせて、相互の考えをよ
く伝え合って話し合うことを求めている。そして、変更された点は、
目標の後段の「工夫をしながら話したり聞いたりしようとする態度」
という態度に関する事項である。ここでは、学んできたことを生かし
ながら、相手や目的に応じて工夫をしながら話したり聞いたりしよう
とする態度を育てる（13）ことを願っている。
次いで、「B書くこと」の領域では、新たに加えられた事項は存
在しないが、変更されたのは次の点である。文章構成の中核となる段
落相互の関係について「工夫して」という語旬が「注意して」という
語句に変更されたことである。ここでは、書くべき内容の構成に心を
傾注し、そして記述する能力を求めている。
最後に、「C読むこと」の領域では、新たに加えられた事項は存在
しないが、変更されたのは次の点である。「読むことができるようにす
る」という事項が「読む能力を身に付けさせる」という事項に変更さ
れている。ここでは、「……身に付けさせる」とあるようにより能力の
育成が強調されている。
●「A話すこと・聞くこと」の領域について
ここでは、話題設定や取材に関する指導事項（ア関心のあること
などから話題を決め、必要な事柄について調べ、要点をメモすること。）
と話すことに関する指導事項（ウ相手を見たり、言葉の抑揚や強弱、
間の取り方などに注意したりして話すこと。）とが新設されている。こ
の指導事項はア関心のあることなどから話題を決め、必要な事柄にっ
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いて調べ、要点をメモすることである。
前者のアの指導事項では、低学年のアの指導事項を受けて新設され
たものである。ここでの取材指導では、まず児童にとって興味や関心
のあることを重要視して話題を決め、そして必要に応じては本や文章
を読んだり、人に聞いたり、更には図表や絵や写真を見たりする等の
方法から選んで取材し、調べたことの要点をメモすることを重要視し
ている。
一方、後者のウの指導事項では、低学年のウの指導事項を受けて新
設されたものである。ここでは、話す際のポイントを「相手を見たり」
「言葉の抑揚や強弱」「間の取り方」等の三者に亘って触れている。「相
手を見たり」という視線についての指導は、個々人の話したことが相
手に伝達されているかを判断するために相手の反応を見ながら話す能
力として重要である。次の「言葉の抑揚や強弱」は、話の伝わり方に
多大に影響を与える要素である故、極めて重要である。最後の「問の
取り方」は、話し手と聞き手の両面より考える必要がある（14）。話し手
の側からは、個々人が伝達したい内容を相手に理解して貰うために意
図的にとる構文や語旬上での間である。一方、聞き手の側からは、話
し手の意図を理解したり、重要な箇所を感じ取ったりと個々の理解を
深化する時間となる。
更に、新たに加わった内容としては、オの「司会や提案などの役割
を果たしながら」という事項である。ここでは、司会者（話合いが目
的に応じて適切に進行するように、提案者や参加者の発言を整理した
り、促したり、まとめたりたりする（15））や提案者（参加者全員に考え
が伝わるように話す内容を整理したり、話し方に注意したりする（16））
の役割をそれぞれ果たすことである。
最後に、変更された内容として着目すべきは、イの指導事項の中の
「理由や事例を挙げながら」という部分である。ここでは、伝えたいこ
とを話す際、関心を抱いた理由やそのように至った根拠、更には事例
を挙げて内容を明確にしていくことを求めている。
●「B書くこと」の領域について
ここでは、交流に関する指導事項（力書いたものを発表し合い、
書き手の考えの明確さなどについて意見を述べ合うこと。）が新設され
ている。この指導事項は、書いたものを読み合ったり音読したりして
話し合い、考えの明確さや書き方の巧みさなどについて意見を述べ合
うこと（17）を求めている。ここで、着目すべきは、「書いたものを発表
し合」うという事項である。ここでは、推敲して書き終えた文章のみ
を発表し合うのでなく、取材、構想段階のメモ等を書くことの学習過
程についても発表し合うことを求めている。
変更された内容として着目すべきは、アの指導事項「ア関心のあ
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ることなどから書くことを決め、相手や目的に応じて、書く上で必要
な事柄を調べること。」という部分とウの指導事項「……明確にし、目
的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。」の中の「目的や必要
に応じて理由や事例を挙げて書くこと。」という部分である。
前者の「相手や目的に応じて、書く上で必要な事柄を調べること」
とは、書こうとする内容に見合った相手や目的意識を明確にし、そし
て必要なことを調べて取材するということである。ここでの調べる活
動は、課題解決に役立ち、各教科等の学習の基礎となる故、極めて重
要な能力である。
一方、後者の「目的や必要に応じて理由や事例を挙げて書くこと。」
は、目的や必要に応じて、その中核となる内容や段階において原因や
理由を掲げたり、分かり易く説明するための事例を掲げたりすること
を求めている。そして、理由の記述の仕方（「なぜかというと～」「そ
の理由は～」）や事例の記述の仕方（「例えば～」「事例を挙げると～」）
等の表現を指導するとしている。
●「C読むこと」の領域について
ここで、新たに加えられたのは、イの指導事項の中の「事実と意見
との関係」、ウの指導事項の中の「注意しながら、登場人物の性格や気
持ちの変化」、更にエの指導事項の中の「……必要に……文章などを引
用したり要約したりする」等の部分である。
イは説明的な文章の解釈に関する指導事項である。ここでは、事実
と意見との関係に着目して読むことを求めている（18）。就中、筆者が
「事実」をどのように取り上げ、またそれにっいての「意見」をどのよ
うに述べているかを文章の内容や構成を捉えることから考えることで
ある。
ウは文学的な文章の解釈に関する指導事項である。「登場人物の性格
や気持ちの変化」について読むことは、各場面を構成する要素である
登場人物の行動や会話に即しながら、それぞれの登場人物の性格を押
さえ、登場人物同士がどのような関係にあるか、物語の上でどのよう
な役割を担っているかを考えながら、それらの人物を中核に読むこと
である（19）。
エは自分の考えの形成に関する指導事項である。「文章などを引用し
たり要約したりする」にある「引用」とは、文や文章の一節や文、語
旬等を引くことである。ここではかぎ（「」）で括る等の引用の仕方
を指導すると共に、引用したことについての引用者の思いや考えを記
すことも指導するとしている。今一つの「要約」とは、目的や必要に
応じて短くまとめることである。短くまとめるには、基盤となる文章
の構成や表現を生かして短くまとめる場合と、ここの言葉で短くまと
める場合との二者が存在するとしている。エの内容を翻って見ると、
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そこでは読みを深めるために「文章を引用」する活動」や「要約」す
る活動等の書く活動を導入している故、「読む」と「書く」との関連指
導を重要視していることが分かる。
以上は、新たに加えられた事項についての内容である。次に、変更
された内容で着目すべきは、オの指導事項の中の「文章を読んで考え
たことを発表し合い」とカの指導事項「力目的に応じて、いろいろ
な本や文章を選んで読むこと。」の両者である。
前者のオは交流に関する指導事項である。一方、後者のカは目的に
応じた読書に関する指導事項である。これは、多様な目的に応じてい
いろいろな分野の本や文章を読むこと（20）を求めている。
〔第5学年及び第6学年〕
1目標（1） 的や意図に応じ、考えたこ
とや伝えたいことなどにっい
て、的確に話す能力、相手の意
図をつかみながら聞く能力、i議
させるとともに、適切に話した
り聞いたりしようとする態度を
育てる。
（2）目的や意図に応じ、考えたこ
となどを文章全体の構成の効果
を考えて文章に書く能力を身に
付けさせるとともに、適切に書
こうとする態度を育てる。
（3）目的に応じ、内容や要旨をと
らえながら読む能力を身に付け
させるとともに、読書を通して
考えを広げたり深めたりしよう
とする態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育てるため、次の事項について
指導する。
ア
イ目的や意図に応じて、事柄が
〔第5学年及び第6学年〕
1目標（1） 的や意図に応じ、考えた事
や伝えたい事などを的確に話す
ことや相手の意図をつかみなが
ら聞くことができるようにする
とともに、計画的に話し合おう
とする態度を育てる。
（2）目的や意図に応じ、考えた事
などを筋道を立てて文章に書く
ことができるようにするととも
に、効果的に表現しようとする
態度を育てる。
（3）目的に応じ、内容や要旨を把
握しながら読むことができるよ
うにするとともに、読書を通し
て考えを広げたり深めたりしよ
うとする態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育てるため、次の事項について
指導する。
ア考えた事や自分の意図が分か
るように話の組立てを工夫しな
がら、目的や場に応じた適切な
言葉遣いで話すこと。
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明確に伝わるように話の構成を イ話し手の意図を考えながら話
工夫しながら、場に応じた適切 の内容を聞くこと。
な言葉遣いで話すこと。 ウ自分の立場や意図をはっきり
ウ共通語と方言との違いを理解 させながら、計画的に話し合う
し、また、必要に応じて共通語 こと。
で話すこと。
工話し手の意図をとらえながら
聞き、1
オ互いの立場や意図をはっきり
させながら、計画的に話し合う
こと。
薫（2）
艶一旨一一壁“一「
ア
イ
■一一レ鮎一一一一
ウ
B書くこと B書くこと
（1）書くことの能力を育てるた （1）書くことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す め、次の事項について指導す
る。 る。
ア考えたことなどから書くこと ア目的や意図に応じて、自分の
を決め、目的や意図に応じて、 考えを効果的に書くこと。
書く事柄を収集し、全体を見通 イ全体を見通して、書く必要の
して事柄を整理すること。 ある事柄を整理すること。
イ自分の考えを明確に表現する ウ自分の考えを明確に表現する
ため、文章全体の構成の効果を ため、文章全体の組立ての効果
考えること。 を考えること。
ウ事実と感想、意見などとを区 工事象と感想、意見などとを区
別するとともに、目的や意図に 別するとともに、目的や意図に
応じて簡単に書いたり詳しく書 応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりすること。 いたりすること。
工
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オ表現の効果などについて確か
めたり工夫したりすること。
力難灘灘難灘灘蟻騨灘難購
灘鐘欝灘灘難難態
?。?．．、???．，．。，。…、?、．…ー?，．，、?ー???
べて読むなど効果的な読み方を
工夫すること。
ウ目的に応じて、文章の内容を
的確に押さえて要旨をとらえた
り、事実と感想、意見などとの
関係を押さえ、自分の考えを明
確にしながら読んだりするこ
量工登場人物の鞭難灘騰や心情、
場面についての描写をとらえ、
優れた叙述について自分の考え
をまとめること。
オ欝難醗灘難灘灘灘鑛自分の考えを広げ
たり深めたりすること。
オ表現の効果などについて確か
めたり工夫したりすること。
C読むこと
（1）読むことの能力を育てるた
め、次の事項について指導す
る。
ア自分の考えを広げたり深めた
りする灘羅撚灘縫騰嚢灘
灘饗灘灘灘灘こと。（C読む
ことカヘ）
イ目的や意図などに応じて、文
章の内容を的確に押さえながら
要旨をとらえること。
ウ登場人物の心情や場面につい
ての描写など、優れた叙述を味
わいながら読むこと。
工書かれている内容について事
象と感想、意見の関係を押さ
え、自分の考えを明確にしなが
ら読むこと。
オ必要な情報を得るために、効
果的な読み方を工夫すること。
（C読むことアヘ）
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カ
（2）（1）に示す事項については、例
えば、次のような言語活動を通
して指導するものとする。
ア伝記を読み、自分の生き方に
ついて考えること。
イ自分の課題を解決するため
に、意見を述べた文章や解説の
文章などを利用すること。
ウ編集の仕方や記事の書き方に
注意して新聞を読むこと。
工本を読んで推薦の文章を書く
こと。
i曖灘縫，磁撲蕎語灘盤屡語議犠繋
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
にっいて指導する。
薩荘犠緯駒滋言語叢継鰹蘭誌欝灘
髄（ア）親しみやすい古文や漢文、近
代以降の文語調の文章にi謹、灘
ること。
α）撞熱麟鐵鰹嚢解説臓鷺藁鞍饗
講灘萎購礎爽鱗，のの鐡磯嬢
イ言葉の特徴やきまりに関する
事項
羅灘機1謙蓄書葉の違縢灘難癒
（ア）講鰭葉と書き慧葉どの運灘
（イ）
（ウ）送り仮名や仮名遣いに注意し
て正しく書くこと。
＠語句の構成、変化などについ
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
について指導する。
年においては、学年別漢字配当
表の当該学年までに配当されて
いる漢字を読むこと。また、当
該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を書き、文や文章
の中で使うとともに、当該学年
に配当されている漢字を漸次書
くようにすること。
（1）「A話すこと・聞くこと」、
ア文字に関する事項
（ア）第5学年及び第6学年の各学
どについて理解すること。
イ表記に関する事項
α）仮名及び漢字の由来、特質な
て正しく書くこと。
ウ語句に関する事項
（ア）送り仮名や仮名遣いに注意し
（ア）
ての理解を深め、また、語句の
由来などに関心をもつこと。
めに必要な語旬について、辞書
を利用して調べる習慣を付ける
こと。
感覚などについて関心をもつこ
と。
工文語調の文章に関する事項
（イ）語旬の構成、変化などについ
（ウ）表現したり理解したりするた
ω語感、言葉の使い方に対する
（ア）易しい文語調の文章を音読
オ文及び文章の構成に関する事
墓
（ア）文や文章にはいろいろな構成
があることについて理解すること。
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ての理解を深め、また、語旬の
由来などに関心をもっこと。
は）灘灘購灘1灘購鍵難灘醗繊灘灘
灘懸灘灘難灘灘灘灘
（カ）語感、言葉の使い方に対する
感覚などについて関心をもっこ
と。
㈱文や文章にはいろいろな構成
があることについて理解するこ
と。
（ク）日常よく使われる敬語の使い
方に慣れること。
㈲鍵難灘灘礫灘灘灘難麟灘灘
縫難鰯灘灘灘
ウ文字に関する事項
（ア）第5学年及び第6学年の各学
年においては、学年別漢字配当
表の当該学年までに配当されて
いる漢字を読むこと。また、当
該学年の前の学年までに配当さ
れている漢字を書き、文や文章
の中で使うとともに、当該学年
に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使うこと。
（イ）仮名及び漢字の由来、特質な
どにっいて理解すること。
（2）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア用紙全体との関係に注意し、
文字の大きさや配列などを決め
るとともに、書く速さを意識し
て書くこと。
灘灘難鰯鍵難鞭灘鍵灘醗鰹
灘羅灘灘灘鰯鑛縷灘難騒叢
懸灘叢
ウ毛筆を使用して、穂先の動き
と点画のつながりを意識して書
くこと。
??言葉遣いに関する事項
日常よく使われる敬語の使い
方に慣れること。
し、また、必要に応じて共通語
で話すこと。
（2）文字に関する事項の指導のう
（イ）共通語と方言との違いを理解
ち、書写については、次の事項
を指導する。
ア書写に関する事項
（ア）文字の形、大きさ、配列など
を理解して、読みやすく書くこ?。?㌃????。????
3内容の取扱い（→網掛け以外
は2内容の各欄へそれぞ
れ移動）
（1）内容の「A話すこと・聞くこ
と」、「B書くこと」及び「C読
むこと」に示す事項の指導は、
例えば次のような言語活動を通
して指導するものとする。
「A話すこと・聞くこと」
自分の考えを資料を提示しなが
らスピーチをすること、目的意識
をもって友達の考えを聞くこと、
調べた事やまとめた事を話し合う
ことなど
「B書くこと」
礼状や依頼状などの手紙を書く
こと、自分の課題について調べて
まとまった文章に表すこと、経験
した事をまとまった記録や報告に
することなど
「C読むこと」
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読書発表会を行うこと、自分の
課題を解決するために図鑑や事典
などを活用して必要な情報を読む
ことなど
●考察以下「1目標」「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C
読むこと」等について触れることにする。
●「1目標」について
「第1学年第2学年」「第3学年第4学年」同様に従来に比べて「A
話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C読むこと」等のいずれ
の領域においても前段に育成すべき能力（例：「的確に話す能力、相手
の意図をつかみながら聞く能力」等）を掲げ、そして強調している。
まず、「A話すこと・聞くこと」の領域では、「計画的に話し合う
能力」という事項が新たに加えられている。ここでは、思考したこと
や伝達したいこと等について十分に話し合うことができるよう、計画
を練り上げることが求められている。そして、計画的に話し合うため
には、司会や提案等の役割を各自が理解し、それぞれの役割に応じて
協力し合いながら円滑に運営できるようにすることが重要である（21）
とする。
次いで、「B書くこと」の領域では、従来と比べて「文章全体の構
成の効果を考えて」「書く能力を身に付けさせる」とあるように構想を
考えて表現する能力の育成を重要視している。ここでは、まず書こう
とする文章の種類に見合った効果を考えて、読み手にもよく理解でき
るように構想する能力の育成を求めている。そして、それを踏まえて
表現する能力も求めている。
最後に、「C読むこと」の領域では、「読む能力を身に付けさせる」
とあるように表現された内容や事柄を捉えると共に、自分の考えをま
とめる能力の育成も重要視している。
●「A話すこと・聞くこと」の領域について
ここでは、話題設定や取材に関する指導事項（ア考えたことや伝
えたいことなどから話題を決め、収集した知識や情報を関係付けるこ
と。）が新設され、加えて聞くことに関する指導事項に「自分の意見と
比べるなどして考えをまとめること。」という事項が新たに加えられて
いる。
前者のアの指導事項は、中学年のアの指導事項を受けて新設された
ものである。ここでの取材指導は、まず経験や興味・関心を持って思
考したり調べたりしたことに加え、日常生活に関わりを有するような
話題を取り上げ、そして本や文章、図表や絵や写真等より得た知識や
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情報を関連付け取材していくことを重要視している。加えて、取材を
通して話題を一層明確にする（22）ように誘っていくことも重要視して
いる。
一方、後者のエの指導事項は、中学年のエの指導事項を受けた内容
となっている。ここでは、話し手の意図を考慮しながら聞き、自分の
考えと対比し、共通点や相違点等と関連付けて、自分の考えをまとめ
るようにすることを求めている。
更に、新たに加わった内容として着目すべきは、言語活動の例に掲
げられている「ウ事物や人物を推薦したり、それを聞いたりするこ
と。」である。ここでは、対象となる事物や人物（対象について十分に
調べ、そのよさを整理しておくこと）を取り上げ、それを推薦したり、
それを聞いたりする言語活動を指摘する。
●「B書くこと」の領域について
ここでは、記述に関する指導事項（工引用したり、図表やグラフ
などを用いたりして、自分の考えが伝わるように書くこと。）と交流に
関する指導事項（力書いたものを発表し合い、表現の仕方に着目し
て助言し合うこと。）とが新設されている。
前者のエの指導事項では、自分の考えが確り伝わるように引用した
り、図表やグラフを用いたりすることを求めている。「引用」して書く
ことは、自分の考えを根拠付けたり、具体例を示したりする際に本や
文章より必要な箇所を抜き出して、個々人の文章に取り入れることで
あるとする。畢寛、個々人の考えを補説するのが引用の目的である。
そして、引用する際の留意点、つまり原文を正確に引用すること、引
用した部分と自分の考えとの関係を明確にすること（引用した部分に
個々人で考察を加えること）、引用した文章等の出典を明記すること、
引用した部分が適切な量になること等を指導するとする。次いで、「図
表やグラフなどを用い」るのは、示すべき事実が図解したり、表形式
やグラフ形式で示したりした方が一層分かりやすい場合である（23）と
する。
一方、後者のカの指導事項は、中学年の指導事項力を受け新設され
たものである。ここでは、「書いたものを発表し合」う場合と「表現の
仕方に着目して助言し合う」場合との二者にっいて触れている。まず、
「書いたものを発表し合」う場合、記述した内容については言うまでも
ないが、それに加えて書こうとした意図、そして如何なる表現を用い
たのか等も述べる必要があるとする。次いで、「表現の仕方に着目して
助言し合う」場合、書く目的や意図に応じた文章構成や表現になって
いるか否かについて具体的に助言し合うことであるとする。
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●「C読むこと」の領域について
ここでは、音読に関する指導事項（ア自分の思いや考えが伝わる
ように音読や朗読をすること。）と自分の考えの形成及び交流に関する
指導事項の一部（オ本や文章を読んで考えた事を発表し合い、……）
と目的に応じた読書に関する指導事項（力目的に応じて、複数の本
や文章などを選んで比べて読むこと。）が新設されている。
アの指導事項は、中学年のアの指導事項を受けて新設されたもので
ある。ここでは、文章に書かれていることを理解して音声化するだけ
でなく、文章を読んで感じたこと、思ったことや考えたこと等を大切
にしながら、その思いや考えが相手に伝わるように音読や朗読をする
こと（24）を求めている。そして、「音読」と「朗読」の相違を次のよう
に指摘する。「音読」とは、書き手の意図を考え自分の思いや考えと合
わせて音声化していく（25）ことである。一一方、「朗読」とは、読者とし
て自分が思ったことや考えたことから対象としている文章の全体的な
イメージを明確にし、そのことを相手に分かってもらうように伝えよ
うとし音声化（26）することである。
オの指導事項は中学年のオの指導事項を受けて新たに加えられたも
のである。「本や文章を読んで考えた事を発表し合い」とは、文学的文
章や説明的文章を読み、目的に応じて報告や意見、解説や新聞の記事、
推薦等の文章として考えをまとめて発表し合うことである（27）。言うま
でもなく、音声言語によって発表し交流するだけでなく、文字言語に
よってまとめたものを読み合うことも交流に内包される。
最後のカの指導事項は、中学年のカを受けて新設されたものである。
ここでは、同じ課題をめぐって、異なる筆者が執筆した本や文章を対
比して読むことや同じ筆者が執筆した本や文章を対比して読むことを
求めている。「比べて読むこと」によって、種々の違いを発見する喜び
を知り、そして知識や情報が豊かになり、延いては読書の範囲の広が
りに結び付くのである。
上記以外で新たに加わった内容として着目すべきは、言語活動例に
掲げられている「イ自分の課題を解決するために、意見を述べた文
章や解説の文章などを利用すること。」である。「意見を述べた文章や
解説の文章など」には、本以外に新聞、雑誌、地域の情報誌等に掲載
された意見、論説、報道、解説等の文章が存在する。
IV「国語」改訂のポイント中学校
以下に、改訂のポイントを簡約する。
・現行の、「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」からなる、
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領域構成は維持されている。
・言語力育成の中核を担う教科として、具体的な言語活動の充実が図ら
れた。
・年問授業時数は、現行より2学年で35単位時間（週あたり1時間）
増加した。
・現行において、第2学年及び第3学年については、目標と内容を2年
間まとめて示していたが、今回の改訂では各学年ごとに示されてい
る。
・実生活で生きて働き、各教科等の学習の基本ともなる国語の能力を身
に付けること、及び、我が国の言語文化を享受し継承・発展させる態
度を育てることに重点を置いた内容の改善が図られた。
・基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探穽することのできる
国語の能力を身に付けることに資するよう、内容の中に「実生活の
様々な場面における言語活動」が具体的に示された。
・現行の［言語事項］の内容の内、各領域の内容に関連の深いものにつ
いては、実際の言語活動において一層有機的に働くよう、それぞれの
領域の内容に位置付けられた。
・［言語文化と国語の特質に関する事項］を新しく設けた。
・読書活動が内容に位置付けられた。
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V中学校学習指導要領に係る新旧対照表
※
※
※
変更された表現
加えられた語句や事項
移行した語旬や事項
※
※
※
変更された表現
削除された語旬や事項
移行した言吾旬や事項
新
第2章各教科第1節国語1目標
国語を適切に表現し正確に理解
する能力を育成し、伝え合う力を
高めるとともに、思考力や想像力
を養い言語感覚を豊かにし、国語
に対する認識を深め国語を尊重す
る態度を育てる。
第2各学年の目標及び内容
〔第1学年〕
1目標（1） 的や場面に応じ、1．，、
鍵i鵡を身に付けさせるととも
に、話したり聞いたりして箸叢
る。
（2）目的や意図に応じ、購鴬盤活
麟譲藻賭苺醗鞍勘護繊催、
繕麟欝覆馨護的確に書く能力を
身に付けさせるとともに、進ん
で文章を書いて講馨懸灘盤鯵譲，
（3）
羅文章などを読み、内容や蕪懸
を的確にとらえる能力を身に付
旧
第2章各教科第1節国語1目標
国語を適切に表現し正確に理解
する能力を育成し、伝え合う力を
高めるとともに、思考力や想像力
を養い言語感覚を豊かにし、国語
に対する認識を深め国語を尊重す
る態度を育てる。
第2各学年の目標及び内容
〔第1学年〕
1目標（1）
や場面に応じて的確に話したり
聞いたりする能力を高めるとと
もに、話し言葉を大切にしよう
とする態度を育てる。
（2）撚繋難繊灘麟塞溝麟羅自分の
考えをまとめ、的確に書き表す
能力を高めるとともに、進んで
書き表そうとする態度を育て
る。
（3）様々な種類の文章を読み内容
を的確に理解する能力を高める
とともに、謙羅嬢鶴難蕩iものの
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けさせるとともに、読書を通し
てものの見方や考え方を広げよ
うとする態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育成するため、次の事項につい
て指導する。
ア日常生活の中から話題を決
め、話したり話し合ったりする
ための材料を人との灘難難難
鐘集め整理すること。
イ全体と部分、事実と意見との
??
オ話合いの話題や方向をとらえ
て的確に話したり、相手の発言
を注意して聞いたりして、自分
の考えをまとめること。
（2）醗鰯懸灘灘鰯難鰯鞭灘灘嚢
灘麟鱗灘灘灘灘灘欝灘灘灘鯵
灘鑛灘灘灘鱒i灘灘
ア灘鑛灘嚢縷鞭1灘灘鱗灘難
魏灘麟蘇灘灘灘灘難灘騒
纈灘獲灘畿灘欝灘鰯懸雛麟羅
イ灘繋霧灘灘難灘鱗講縫嚢灘灘鍵
対話や討論などを行うこと。
B書くこと
（1）書くことの能力を育成するた
見方や考え方を広げようとする
態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育成するため、次の事項につい
て指導する。
ア自分の考えや気持ちを相手に
理解してもらえるように話した
り、話し手の意図を考えながら
話の内容を聞き取ったりするこ
と。
イ自分の考えや気持ちを的確に
話すためにふさわしい話題を選
び出すこと。
ウ全体と部分、事実と意見との
関係に注意して、話したり聞き
取ったりすること。
〔言語事項〕
（1）ア話す速度や音量、ことばの
調子や間のとり方などに注意
すること。
工話合いの話題や方向をとら
えて的確に話したり、それぞ
れの発言を注意して聞いたり
して、自分の考えをまとめる
磁
第31（2）イ（イ）対話や討論など
を行うこと。B書くこと
（1）書くことの能力を育成するた
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め、次の事項について指導す
る。
め、材料を集めながら自分の考
えをまとめること。
ア
イ
ウ伝えたい事実や事柄につい
て、自分の考えや気持ちを灘饗
工書いた文章を読み返し、表記
や語旬の用法、叙述の仕方など
を確かめて、読みやすく分かり
やすい文章にすること。
オ書いた文章を互いに読み合
い、
ア
の参考にしたりすること。
『‡解
イ
の文章を書くこと。
ウ行事等の案内や報告をする文
章を書くこと。
C読むこと
（1）読むことの能力を育成するた
め、次の事項について指導する。
ア文脈の中における語旬の意味
を的確にとらえ、理解すること。
イ文章の中心的な部分と付加的
な部分、事実と意見などとを読
み分け、目的や必要に応じて要
約したり要旨をとらえたりする
め、次の事項について指導す
る。
ア身近な生活や学習の中から課
題を見付け、材料を集め、自分
の考えをまとめること。
ウ自分の考えや気持ちを的確に
表すために、適切な材料を選ぶ
こと。
〔言語事項〕（1）工話や文章の
中の段落の役割や文と文との接
続関係などを考えること。
イ伝えたい事実や事柄、課灘丞
び自分の考えや気持ちを明確に
すること。
工書いた文章を読み返し、表記
や語旬の用法、叙述の仕方など
を確かめて、読みやすく分かり
やすい文章にすること。
オ書いた文章を互いに読み合
い、題材のとらえ方や灘灘纏鍵
醗叢などについて自分の表現の
参考にすること。
第31（3）イ（ア）説明や記録など
の文章を書くこ蕊（ウ）報告や意見発表などのために簡潔で分かりやすい文章や資料などを作成すること。C読むこと
（1）読むことの能力を育成するた
め、次の事項について指導する。
ア文脈の中における語句の意味
を正確にとらえ、理解すること。
イ文章の展開に即して内容をと
らえ、目的や必要に応じて要約
すること。
ウ文章の中心の部分と付加的な
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魚ウ魏磯麟灘麟嚢騒灘舞鵜鰻獲難欝i籔li
「内容の理解に役立てること。
工灘難鐵灘灘難灘灘灘灘灘鱗難
鞭鍵鍵勲灘．灘翻鐡灘難灘蒙騒
蟹、
オ文章に表れているものの見方
や考え方をとらえ、自分のもの
の見方や考え方を広くすること。
力灘や文章などから必要な情報
を集めるための方法を身に付
雛難灘鐵騨鍵
（2）1羅灘灘欝溝灘灘灘繊
鞭灘鍛灘灘鰯灘縫蕪鑛籔羅難
ア様々な種類の文章を音読した
り朗読したりすること。
イ獺難霧蟹騰1灘雛難灘嚢籐1難灘「
灘鱗灘難灘灘鰯羅鰯鍵灘灘霧輔
雛鰯灘灘
ウ雛懲灘灘羅難1盤難1雛鞍雛1鞍
灘難灘鰯鰯難繊繕雛灘灘羅灘
麟灘灘議講灘鵜翻騰講灘難灘
羅灘灘灘欝灘
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
について指導する。
ア伝統的な言語文化に関する事
項（ア）灘灘購灘難灘雛鰯灘羅
難難i、古文や漢文を音読して、
古典特有のリズムを味わいなが
ら、古典の世界に触れること。
（イ）灘難麟鞍雛難轍難縫灘騰麟鱗
部分、事実と意見などを読み分
けて、文章の構成や展開を正確
にとらえ、内容の理解に役立て
ること。
工文章の展開を確かめながら主
題を考えたり要旨をとらえたり
すること。
オ文章に表れているものの見方
や考え方を理解し、自分のもの
の見方や考え方を広くすること。
力様々な種類の文章から必要な
情報を集めるための読み方を身
にイ寸けること。
第31（4）エ（ア）様々な文章を比
較して読んだり、
調べるために読ん
だりすること。
じて音読や朗読を
すること。
（イ）目的や必要に応
〔言語事項〕
（1）・「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
にっいて指導する。
第31（4）イ古典の指導につい
ては、古典としての灘灘i灘、難灘
難灘藻灘難灘灘灘灘難難鍵灘霧とともに、我
が国の文化や伝統について関心
を深めるようにすること。その
教材としては、灘灘灘㈱鰹難灘
欝灘灘黙灘灘難篶藻講灘鑓鰯難灘i購難鰯難
翻雛灘灘鐵鰯灘難灘灘鑑
灘灘難繰難騰灘灘麹盤鰯嚢
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イ言葉の特徴やきまりに関する
事項
曾）語旬の辞書的な意味と文脈上
の意味との関係に注意し、講騒
（ウ）事象や行為などを表す多様な
語旬について理解を深めるとと
もに、話や文章の中の語彙（い）
について関心をもつこと。
ω単語の類別について理解し、
指示語や接続詞及びこれらと同
じような働きをもつ語句などに
注意すること。
ウ漢字に関する事項
（ア）小学校学習指導要領第2章第
1節国語の学年別漢字配当表
（以下「学年別漢字配当表」と
いう。）に示されている漢字に
加え、その他の常用漢字のうち
250字程度から300字程度まで
の漢字を読むこと。
α）学年別漢字配当表の漢字のう
ち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使うこと。
（2）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア字形を整え、文字の大きさ、
配列などにっいて理解して、繕
イ漢字の行書の基礎的な書き方
を理解して書くこと。
に当たっては、音読などを通し
て文章の内容や優れた表現を味
わうことができるようにし、文
語における言葉のきまりについ
ては、細部にわたることなく、
教材に即して必要な範囲の指導
にとどめること。
ア話す速度や音量、言葉の調子
や間のとり方などに注意するこ
藻第2・3学年〔言語事項〕（1）ア
音声の仕組みについて関心をも
ち、理解を深めること。
イ語句の辞書的な意味と文脈上
の意味との関係に注意すること。
ウ事象や行為などを表す多様な
語旬について理解を深めるとと
もに、話や文章の中の語彙につ
いて関心をもつこと。
工話や文章の中の段落の役割や
文と文との接続関係などを考え
ること。
オ単語の類別について理解し、
指示語や接続詞及びこれらと同
じような働きをもっ語旬などに
注意すること。
力話し言葉と書き言葉との違い
について＜2年へ＞
理解し、適切に使うこと。
（2）漢字に関する次の事項につい
て指導する。
ア小学校学習指導要領第2章第
1節国語の学年別漢字配当表
（以下「学年別漢字配当表」と
いう。）に示されている漢字に
加え、その他の常用漢字のうち
250字程度から300字程度まで
の漢字を読むこと。
イ学年別漢字配当表の漢字のう
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ち900字程度の漢字を書き、文
や文章の中で使うこと。
（3）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア字形を整え、文字の大きさ、
配列・配置に気を付けて書くこ
と。
イ漢字の楷書とそれに調和した
仮名に注意して書き、漢字の行
書の基礎的な書き方を理解して
書くこと。
●考察〔第1学年〕
以下「1目標」「A話すこと・聞くこと」
読むこと」等について触れることにする。
「B書くこと」「C
●「1目標」について
「話す能力」「聞く能力」「話し合う能力」の三者の観点から記述さ
れている。前段では、育成すべき能力について、「日常生活への発展」
「目的・意図の明確化」に関わる観点から示され、後段では、育成すべ
き態度が示されている。いずれも後に述べられる言語活動につながる
具体的な記述である。
まず、「A話すこと・聞くこと」の領域では、「日常生活にかかわ
ることなど…」が新たに加えられている。実生活の様々な場面での言
語活動を意図するとともに、「生きて働く言葉のカ」を志向している。
「聞くこと・話すこと」に加え、「話し合うこと」の能力にまで言及し
ている。人との新たな出会いの多い第1学年の生活を念頭に置いた指
導内容である。
次いで、「B書くこと」の領域では、小学校と比べて、考えをまと
める目的や場面が一層多様になるであろうことを考慮し、書くことの
意義と役割とを認識することに重点を置いた内容となっている。「日常
生活への発展」「目的・意図の明確化」に関わる観点から具体的に示し
ている。「A話すこと・聞くこと」の領域と同様、「生きて働く言葉
のカ」を志向している。
最後に、「C読むこと」の領域であるが、前段には、読む能力、後
段には、読書態度が示されている。読む対象を「本や文章」と明確に
位置付けている。読むことによって、何を得て、どう活用していくの
かという意識を持たせ、対象の内容や形態に応じて読むことができる
ようにすることをねらっている。
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●「A話すこと・聞くこと」の領域について
「話題・題材」に関する指導事項が最初に示されている。人との新た
な出会いの多い第1学年の生活を念頭に置き、「日常生活の中から話題
を決め、」「人との交流を通して…」と具体的に示している。
「話すこと」では、「話す速度や音量、言葉の調子や間の取り方、語
句の選択、言葉遣い」といった従来「言語事項」で取り扱われていた
事項が、実際の言語活動において有効に働くようにという観点から内
容に付け加えられた。
「聞くこと」が指導事項として独立して示されている。「必要に応じ
て質問しながら聞き取り、…」とは、双方向の伝達を意識しているの
であろう。「聞くこと」は言語活動成立の第一の条件である。
言語活動例が、内容の具現化の観点から示されている。
●「B書くこと」の領域について
「A話すこと・聞くこと」と同様、話題を「日常生活」に求めてい
る。「構成」に関わる指導事項を明示した。（イ）「伝えたい事実や事柄
について、」「根拠を明確にして書く」ことを求めている。意見が恣意
的なものとならぬよう、支える実例や依るところの知見を明確にする
必要性にっいて述べている。社会生活でのコミュニケーションを念頭
に置いた内容である。最後に、評価・批評の場として「交流」を位置
付けている。
特徴は、言語活動例にある。「ア関心のある芸術的な作品などにつ
いて、鑑賞したことを文章に書くこと。」において、絵画や音楽、彫刻
や建築物までをも含み、日常生活に立脚した、また、学校の教育活動
全般を対象とした、文字言語表現力の育成を求めている。また、「イ
図表などを用いた説明や記録の文章を書くこと。」は、非言語的テキス
トヘの対応を考慮したものである。「ウ行事等の案内や報告をする文
章を書くこと。」もまた、日常生活の中での「活用」を意図したもので
ある。
●「C読むこと」の領域について
現行のα）～に）を統合して、「イ文章の中心的な部分と付加的な部
分、事実と意見などとを読み分け、目的や必要に応じて要約したり要
旨をとらえたりすること。」とし、説明的文章の読み取りに関する指導
事項としている。また、「ウ場面の展開や登場人物などの描写に注
意して読み、内容の理解に役立てること。」は、文学的文章の読み取
りに関わる指導事項である。第1学年では、文種による指導事項が明
確に分化されたといってよい。続く、「工文章の構成や展開、表現
の特徴について、自分の考えをもつこと。」「オ文章に表れているも
のの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考え方を広くするこ
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と。」は、文学的文章・説明的文章いずれの読み取りにも共通する指
導事項である。特に、「自分のものの見方や考え方」に力点が置かれて
いることに注目したい。「力本や文章などから必要な情報を集めるた
めの方法を身に付け、目的に応じて必要な情報を読み取ること。」にも
関連してくるが、「情報を収集し、理解し、自らの考えを持ち、再構成
し、発信していく」といった情報処理活動において、「読むこと」と
「書くこと」とを結び付ける鍵が、「自分のものの見方や考え方をもつ
こと」である。「書くために読む」「読みとるために書く」といった関
連指導へと発展する。「関連指導の重要性」にっいては、「m小学校
学習指導要領に係る新旧対照表第1学年・第2学年」の考察を参照
されたい。
言語活動例には、小学校の指導事項を受け、「音読」と「朗読」が明
示されている。「イ文章と図表などとの関連を考えながら、…」もま
た、非言語的テキストヘの対応を考慮したものであろう。
●〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
＊古典①各学年ごと、より具体的に記述。
②「文語のきまりや訓読の仕方」を明示。
＊言語①「比喩や反復などの表現の技法についての理解」を
新設。②「楷書」「行書」を指導項目として独立。
〔第2学年〕
1目標（1） 的や場面に応じ、難蝶灘騰
鐵灘鐡難蓬．灘鱗蓼灘難灘黙
醗灘灘難雛懸慧灘雛灘難叢灘
雛灘灘雛騒難灘鞭難灘鑛灘欝灘
難霧鰯鞭灘灘難欝灘灘懸議灘
鐙馨鰯、を身に付けさせるとと
もに、話したり聞いたりして灘
灘灘難羅灘鞭鍵灘灘難灘を育て
る。
（2）麹灘雛鍵麟麟灘灘欝騰
欝灘難灘難灘灘騰灘鑛灘を身に付けさせるととも
に、文章を書いて灘難懇難鱗灘
雛灘灘鐙馨灘を育てる。
（3）目的や意図に応じ鍵灘纏繭
〔第2学年及び第3学年〕
1目標（1）自分のものの見方や考え方を
深め、目的や場面に応じて的確
に話したり聞いたりする能力を
身に付けさせるとともに、話し
言葉を豊かにしようとする態度
を育てる。
（2）灘鰯難撚灘灘叢灘灘難瞬鍼
灘欝，灘縫灘鰯鰹難鐙翻鐵。
灘羅灘灘雛灘難鑛難灘鞭駿
灘を身に付けさせるとともに、
文章を書くことによって鞭1饗
難翻灘灘難雛灘灘灘灘簾を育て
る。
（3）目的や意図に応じて文章を読
み、広い範囲から情報を集め、
効果的に活用する能力を身に付
けさせるとともに、読書を生活
一365一
生野金三・北村好史
灘鐵i、広い範囲から情報を集め
効果的に活用する能力を身に付
けさせるとともに、読書を生活
に役立てようとする態度を育て
る。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育成するため、次の事項につい
て指導する。
め、話したり話し合ったりする
イ
ウ
的な部分と付加的な部分などに
注意し、論理的な構成や展開を
工話の論理的な構成や展開など
に注意して聞き、謝翁め藷i鐵叢
オ相手の立場や考えを尊重し、
目的に沿って話し合い、互いの
発言を検討しで霞分謬警蒙騰鐵
（2）
ア
イ
討論を行うこと。
する態度を育てる。
育成するため、次の事項につい
て指導する。，
したり聞いたりして、萎
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
イ話の中心の部分と付加的な部
し、話の論理的な構成や展開を
考えて、話したり聞き取ったり
すること。
ウ
な語旬の選択、文の効果的な使
い方など説得力のある表現の仕
方に注意して、話したり聞き
取ったりすること。
イ話の中心の部分と付加的な部
し、話の論理的な構成や展開を
工相手の立場や考えを尊重し、
話合いが目的に沿って効果的に
展開するように話したり聞き分
けたりして、il
「??
「i馨。
第31（2）イ（ア）説明や発表など
を行うこと。（イ）対話や討論など
を行うこと。
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B書くこと
（1）書くことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア灘1灘難鍵懇鰯難灘灘課題を決
め、麓灘鐵i灘灘材料を集めな
がら自分の考えをまとめるこ
上。
イ自分の立場及び伝えたい事実
や事柄を明確にして、文章の構
成を工夫すること。
ウ事実や事柄、意見や翻購が相
手に効果的に伝わるように、謙
鞭灘翻鞠灘灘講鱗灘灘灘難購
灘灘鰯欝灘して書くこと。
工書いた文章を読み返し、翻欝
灘難灘灘鰯灘雛灘醸嬢鰹
鰯灘懸灘羅雛灘鞭灘灘灘鰯文章にすること。
オ書いた文章を互いに読み合
い、灘難、や材料の活用の
仕方などについて意見を述べた
り助言をしたりして、自分の考
えを広げること。
（2）鱗鰯難懸灘灘懸灘鍵撚，
1灘灘嬢灘灘灘議灘i灘灘
難購鰯．灘灘雛鰯難難灘1
ア難1灘鱗1灘灘鞍雛鐘鰯灘灘欝灘欝難麟嚢イ鞍雛灘i羅鍵灘雛雛鑛灘難灘
灘難灘難鍵灘灘灘灘灘馨
懸灘灘灘鰯難黙
ウ購籔舞鞭1灘灘灘
C読むこと
（1）読むことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア鰯撚1灘灘灘難灘藝懸
B書くこと
（1）書くことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア灘鰯難麟灘難課題を見付け、
灘難灘材料を集め、自分のもの
の見方や考え方を深めること。
イ自分の立場及び伝えたい事実
や事柄を明確にすること。
ウ文章の形態に応じて懸灘難構
成を
く3年へ＞
工夫すること。
工自分の意見が相手に効果的に
伝わるように、根拠を明らかに
し、論理の展開を工夫して書く
こと。
オ書いた文章を読み返し、灘鵜
灘難灘鑛灘灘灘羅灘灘灘文
章にすること。
力書いた文章を互いに読み合
い、論理の展開の仕方や材料の
＜3年へ＞
活用の仕方などについて自分の
表現に役立てること。
第31（3）イ（ウ）報告や意見発表
などのために簡潔で分かりやすい文章や資料などを作成すること。（イ）手紙や感想など
の文章を書くこと。
C読むこと
（1）読むことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア襲難の中における語旬の効果
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イ
解に役立てること。
ウ襲熱鱗簾越i灘簾鞭総表現の仕
方について、穰撚き講騨確総購蕪
灘麟難慧雛鐵馨1こと。
工藻鐵麟難織職難繊輔謬叢
罐灘灘鐵雄拶醗隷難識纐き購藤
麟関蓮擬屡懇．薗i籏の考鍵「欝撰擬
オ箋鞍撰鐘i塗矯選幽捻難や文章
などからi雛翅i灘情報を得て、襯
（2）鱒麟織蜜灘諮麟護蝋繊
アi議灘暴物藷羅澄馨読舞鎌繭餐
イ離i鞠1畿瀦襲論鞍1どの重選藁懸論
。、鱗繭審総義魂繭佳慮麟麺鞭
ウ麹雛購1織1欝i謬繋i溝1添・繋f嚢装羅i蒙構i
鶴簿薩報蕎露較疑る蓬と渥
ii医緩耀轍擦簿語焚花と国譜の特賛
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
にっいて指導する。
ア磁統駒な書語文化に関象蚤，蕪
鎮（ア）灘麟蜷徴灘麟i膿朗読議
（イ）鐵撚議耀錨痂の覚蝋灘
的な使い方について理解し、自
＜3年へ＞
分の言葉の使い方に役立てるこ
と。
イ書き手の論理の展開の仕方を
＜3年へ＞的確にとらえ、内容の理解や自
分の表現に役立てること。
ウ表現の仕方や鐵簿翻蜷撒に注
意して読むこと。
工
自分の意見をもっこと。オ目的をもって様々な文章を読
み、麟諜灘…情報を集めて灘鑓婆
第31（4）エ（ア）様々な文章を比
較して読んだり、
調べるために読ん
だりすること。
じて音読や朗読を
すること。
（イ）目的や必要に応
〔言語事項〕
（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
について指導する。
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灘鑛灘纏麟鰯難鑛灘灘雛羅鐵蹴
饗鱗灘灘灘灘灘灘灘灘
イ言葉の特徴やきまりに関する
事項
（ア）話し言葉と書き言葉との違い、
共通語と方言の果たす役割、敬
語の働きなどについて理解する
こと。
（イ）抽象的な概念を表す語旬や類
義語と対義語、同音異義語や多
義的な意味を表す語句などにつ
いて理解し、語感を磨き語彙を
豊かにすること。
（ウ）文の中の文の成分の順序や照
応、文の構成などについて考え
ること。
第31（4）イ古典の指導につい
ては、古典としての古文や漢文
を理解する基礎を養い古典に親
しむ態度を育てるとともに、我
が国の文化や伝統について関心
を深めるようにすること。その
教材としては、古典に関心をも
たせるように書いた文章、易し
い文語文や格言・故事成語、親
しみやすい古典の文章などを生
徒の発達段階に即して適宜用い
るようにすること。なお、指導
に当たっては、音読などを通し
て文章の内容や優れた表現を味
わうことができるようにし、文
語における言葉のきまりについ
ては、細部にわたることなく、
教材に即して必要な範囲の指導
にとどめること。
ア音声の働きや仕組みについて
関心をもち、理解を深めるこ
と。
キ共通語と方言の果たす役割な
どについて理解するとともに、
敬語についての理解を深め生活
の中で適切に使えるようにする
こと。
イ慣用旬、類義語と対義語、同
音異義語や多義的な意味を表す
語旬の意味や用法に注意するこ
蕊
ウ抽象的な概念などを表す多様
な語旬にっいての理解を深め、
語感を磨き語彙を豊かにすること。
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ω単語の活用について理解し、
助詞や助動詞などの働きに注意
すること。
（オ）相手や目的に応じて、話や文
章の形態や展開に違いがあるこ
とを理解すること。
ウ漢字に関する事項
（ア）第1学年までに学習した常用
漢字に加え、その他の常用漢字
のうち300字程度から350字程
度までの漢字を読むこと。
（イ）
（2）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア漢字の行書とそれに調和した
仮名の書き方を理解して、読み
やすく速く書くこと。
イ目的や必要に応じて、楷書又
は行書を選んで書くこと。
オ文の中の文の成分の順序や照
応、文の組立てなどについて考
えること。
力単語の活用について理解し、
助詞や助動詞などの働きに注意
すること。
工相手や目的に応じて話や文章
の形態や展開に違いがあること
に気付くこと。
（2）漢字に関する次の事項につい
て指導する。
ア（第2学年）第1学年までに
学習した常用漢字に加え、その
他の常用漢字のうち300字程度
から350字程度までの漢字を読
むこと。
（第3学年）第2学年までに
学習した常用漢字に加え、その
他の常用漢字の大体を読むこ
と。
イ（第2学年）学年別漢字配当
表の漢字のうち950字程度の漢
字を書き、文や文章の中で使う
こと。
（第3学年）学年別漢字配当
表に示されている漢字を書き、
文や文章の中で使うこと。
（3）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア字形、文字の大きさ、配列・
配置などに配慮し、目的や必要
に応じて調和よく書くこと。
イ漢字の楷書や行書とそれらに
調和した仮名の書き方を理解し
て書くとともに、読みやすく速
く書くこと。
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●考察〔第2学年〕
以下「1目標」「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C
読むこと」等について触れることにする。現行の、2学年をひとまと
まりとして押さえられていた内容が、第2学年・第3学年にそれぞれ
割り振られた。
●「1目標」について
「話す能力」「聞く能力」「話し合う能力」の三者の観点から記述され
ている。前段の、育成すべき能力の観点について、「目的・意図の明確
化」は変わらないが、第1学年の「日常生活への発展」から「社会生
活への適応」へとステップアップしている。後段では、前段の指導内
容を受け、育成すべき態度が示されている。いずれも後に述べられる
言語活動につながる具体的な記述である。
まず、「A話すこと・聞くこと」の領域では、「社会生活にかかわ
ることなど…」が新たに加えられている。社会での様々な場面での言
語活動を意図している。多種多様の情報化機器への対応に鑑み、「実社
会で生きて働く言葉のカ」を志向している。「聞くこと・話すこと」に
加え、「話し合うこと」の能力にまで言及している。視野が広まってい
く第2学年の生活実態を念頭に置いている。
次いで、「B書くこと」の領域では、自我の芽生えとともに、社会
へと生活範囲が拡大する第2学年の実態を考慮し、書くことの役割と
機能とを認識することに重点をおいた内容となっている。「社会生活へ
の適応」「目的・意図の明確化」に関わる観点から具体的に示されてい
る。「A話すこと・聞くこと」の領域と同様、「実社会で生きて働く
言葉のカ」を志向している。
最後に、「C読むこと」の領域であるが、前段は、読む能力、後段
は、読書態度が示されている。視野の拡大を捉え、「広い範囲から情報
を集める」こととしている。多様な情報を読みとることによって、生
活を豊かなものにしていくことをねらっている。
●「A話すこと・聞くこと」の領域について
「話題・題材」に関する指導事項が最初に示されている。活動範囲が
拡大する第2学年の生活と様々な情報機器に囲まれている環境とを念
頭に置き、「社会生活の中から話題を決め、」「多様な方法で集め、整理
，する…」と、その方途を具体的に示している。
「話すこと」では、「ウ…資料や機器などを効果的に活用して話す
こと。」といったプレゼンテーション能力の育成につながる指導事項が
新たに設けられた。「イ異なる立場や考えを想定して自分の考えをま
とめ、…」からも窺えるように、聞き手を意識し、より一層理解を深
めることをめざした内容となっている。
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「聞くこと」が指導事項として独立して示されている。「話の論理的
な構成や展開などに注意して聞き、…」とあるが、「論理的な構成」に
ついては、「書くこと」「読むこと」においても重視されている。「論理
的に思考し表現する能力」へとつながる指導事項である。「聞くこと」
は言語活動成立の第一の条件である。
言語活動例が、内容の具現化の観点から示されている。
●「B書くこと」の領域について
「A話すこと・聞くこと」と同様、話題を「社会生活」に求めてい
る。第1学年と同じく、「構成」に関わる指導事項を明示した。α）
「自分の立場及び伝えたい事実や事柄を明確にして、」「文章の構成を工
夫する」ことを掲げている。記述では、「描写の工夫」を設け、文学的
文章の読みと連動する観点を提示している。
推敲においては、「語句や文の使い方、段落相互の関係などに注意し
て、…」と、検討方法について、具体的な視点から説いている。社会
生活でのコミュニケーションを念頭に置いた内容である。最後に、評
価・批評の場として「交流（助言）」を位置付けている。
言語活動例では、社会生活に立脚した、また、学校の教育活動全般
を対象とした、文字言語表現力の育成を求めている。
●「C読むこと」の領域について
社会生活におけるテキストヘの対応を想定して、「抽象的な概念を
表す語句」「心情を表す語句」に着目し、指導内容としている。「イ
文章全体と部分との関係、例示や描写の効果、登場人物の言動の意味
などを考え、内容の理解に役立てること。」「ウ文章の構成や展開、
表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えをまとめること。」
「工文章に表れているものの見方や考え方について、知識や体験と関
連付けて自分の考えをもつこと。」は、文学的文章・説明的文章いずれ
の読み取りにも共通する指導事項である。
特に、「自分の考え方」をどのようにまとめるかについて方途を示し
ている。「エ…知識や体験と関連付けて…」という記述では、「言葉
と意味と経験」とが密接な関係を持っていることを再度認識しておき
たい。
言語活動例には、「詩歌や物語」「説明や評論」「新聞やインターネッ
ト」「学校図書館」等様々な文種・メディアを念頭に置いての記述がな
されている。
〔第3学年〕
1目標（1） 的や場面に応じ、織蕪鑑羅
〔第2学年及び第3学年〕
1目標（1）自分のものの見方や考え方を
深め、目的や場面に応じて鰯騰
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獺灘馨鍵羅鰯購鰯霧鱗難灘躾、譲
を身に付けさせるとともに、話
したり聞いたりして灘羅灘鱗、i
雛．撚，とする態度を育てる。
（2）目的や意図に応じ、灘鑑嬢灘
繋i鍵難灘鰯糞灘灘にっいて、
雛鐵鰯襲購灘鰯難灘灘縷灘
を身に付けさせるとともに、文
章を書いて灘講灘撚鰯態雛とす
る態度を育てる。
（3）目的や意図に応じ、灘鰻嬢
，鰹繕難鞭鰯灘難難灘難灘灘．鍵灘
欝簾難灘灘灘を身に付けさせる
とともに、読書を通して自己を
向上させようとする態度を育て
る。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育成するため、次の事項につい
て指導する。
ア。難鑛難1議鰯鰯灘灘話題を決
め、灘灘灘灘翻霧騰懸鑛灘難
講考えをまとめ、語旬や文を効
果的に使い、難雛騰鱒灘懸鰯，難
灘鰯鰯灘醗難講灘灘灘こと。
イ難羅灘鰯懸難難翻難難灘難
灘舌すとともに、麹難馨購灘灘羅
灘灘こと。
ウ聞き取った．灘欝難難難灘騒
，灘醗灘鰯灘鐵自分のものの見方
や考え方を深めたり、表現に生
かしたりすること。
工話合いが効果的に展開するよ
ゑに進行の仕方を工夫し、灘
鰯灘難雛鰯鰯灘灘1鰯鰯難鐘灘難
灘灘灘灘。
繋識灘翻載麟灘灘雛灘灘を
身に付けさせるとともに、灘鰯
鍵灘難灘鱗灘灘鰯難灘灘難嬢
灘騰灘鞭。
（2）灘灘鰯欝灘鑛難灘鞭難灘鐡
灘灘麟難難灘灘鱗灘鑛鰯雛鱗
難灘灘灘蟻鑛鍵鰯灘鑛鑛購灘鍵
購を身に付けさせるとともに、
文章を書くことによって灘灘難
鑛灘騰鐵鐵鍵灘態度を育てる。
（3）目的や意図に応じて文章を読
み、灘難難鰯，翻難馨灘嚢灘鑛難難
麹灘鰯i灘鍵翻麟灘難灘を身に付
けさせるとともに、読書を生活
に役立て自己を向上させようと
する態度を育てる。
2内容A話すこと・聞くこと
（1）話すこと・聞くことの能力を
育成するため、次の事項につい
て指導する。
ア灘灘、灘騰難鰯話題を求め、話
したり聞いたりして、自分のも
のの見方や考え方を広めたり、
深めたりすること。
ウ話の内容や意図に応じた適切
な語句の選択、文の効果的な使
い方など説得力のある表現の仕
方に注意して、話したり聞き
取ったりすること。
〔言語事項〕（1）キ共通語と方言
の果たす役割などにっいて理解
するとともに、敬語についての
理解を深め生活の中で適切に使
えるようにすること。
ア広い範囲から話題を求め、話
したり聞いたりして、自分のも
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ア
イ
B書くこと
（1）書くことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア
竺、灘鐵鞍繰鐵簸難勧泌自分
の形態を選択して適切な構成を
工夫すること。
イ論理の展開を工夫し、資料影
ウ書いた文章を読み返し、文章
全体を整えること。
工書いた文章を互いに読み合
い、論理の展開の仕方や表現の
仕方などにっいて評価して自分
の表現に役立てるとともに、蕎
繊鍵灘灘罐灘藤深灘る，灘。
（2）
ア
のの見方や考え方を広めたり、
深めたりすること。
工相手の立場や考えを尊重し、
話合いが目的に沿って効果的に
展開するように話したり聞き分
けたりして、自分の考えを深め
ること。
イ話の中心の部分と付加的な部
分、事実と意見との関係に注意
し、話の論理的な構成や展開を
考えて、話したり聞き取ったり
すること。
第31（2）イ（ア）説明や発表など
を行うこと。（イ）対話や討論など
を行うこと。B書くこと
（1）書くことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア
必要な材料を集め、自分のもの
の見方や考え方を深めること。
ウ文章の形態に応じて適切な構
成を工夫すること。
や事柄を明確にすること。＜2
年へ＞
伝わるように、根拠を明らかに
し、論理の展開を工夫して書く
こと。
文章を整えて、説得力のある文
章にする
＜2年生へ＞
こと。
い、論理の展開の仕方や材料の
活用の仕方などについて自分の
イ自分の立場及び伝えたい事実
工自分の意見が相手に効果的に
オ書いた文章を読み返し、文や
力書いた文章を互いに読み合
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イ
C読むこと
（1）読むことの能力を育成するた
め、次の事項について指導する。
ア文脈の中における語句の効果
的な使い方など、羅灘灘灘i鱗
麟灘辮灘灘議灘こと。
イ文章の論理の展開の仕方、難
欝難難灘懸嚢瓢鞍鑛鐵禦灘をと
らえ、内容の理解に役立てるこ
と。
灘雛難雛雛灘難難羅鱗灘灘嚢．灘鰯
灘灘醗灘灘灘
工文章を読んで人間、社会、自
然などについて考え、自分の意
見をもつこと。
オ目的に応じて本や文章などを
読み、知識を広げたり、自分の
議?????，?．?、．
表現に役立てること。
第31（3）イ（ア）説明や記録など
の文章を書くこと。（イ）手紙や感想などの文章を書くこと。（ウ）報告や意見発表などのために簡潔で分かりやすい文章や資料などを作成すること。C読むこと
（1）読むことの能力を育成するた
め、次の事項について指導す
る。
ア文脈の中における語句の効果
的な使い方にっいて理解し、灘
灘鰻馨灘羅灘灘灘灘灘講
イ書き手の論理の展開の仕方を
的確にとらえ、内容の理解や灘
鐵鱗難鰯灘役立てること。
第31（4）エ（ア）様々な文章を比
較して読んだり、調べるために読んだりすること。ウ表現の仕方や文章の特徴に注
意して読むこと。
工文章を読んで人間、社会、自
然などについて考え、自分の意
見をもっこと。
オ目的をもって様々な文章を読
み、必要な情報を集めて自分の
表現に役立てること。
第31（4）エ（ア）様々な文章を比
較して読んだり、調べるために読んだりすること。（イ）目的や必要に応
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（1）「A話すこと・聞くこと」、
「B書くこと」及び「C読むこ
と」の指導を通して、次の事項
にっいて指導する。
ア
（ア）
仔）
イ言葉の特徴やきまりに関する
事項
（ア）
（イ）
の中で適切に使うこと。
語感を磨き語彙を豊かにするこ
蓑
ウ漢字に関する事項
第2学年〔伝統的な言語文化と
国語の特質に関する事項〕（1）ウ
（ア）
（ア）第2学年までに学習した常用
じて音読や朗読をすること。〔言語事項〕
（1）「A話すこと・聞くこと」、「B
書くこと」及び「C読むこと」
の指導を通して、次の事項につ
いて指導する。
第31（4）イ古典の指導につい
ては、古典としての古文や漢文
を理解する基礎を養い古典に親
しむ態度を育てるとともに、我
が国の文化や伝統について関心
を深めるようにすること。その
教材としては、古典に関心をも
たせるように書いた文章、易し
い文語文や格言・故事成語、親
しみやすい古典の文章などを生
徒の発達段階に即して適宜用い
るようにすること。なお、指導
に当たっては、音読などを通し
て文章の内容や優れた表現を味
わうことができるようにし、文
語における言葉のきまりについ
ては、細部にわたることなく、
教材に即して必要な範囲の指導
にとどめること。
キ共通語と方言の果たす役割な
どについて理解するとともに、
敬語についての理解を深め生活
の中で適切に使えるようにする
こと。
イ慣用旬、類義語と対義語、同
音異義語や多義的な意味を表す
語旬の意味や用法に注意するこ
と。
ウ抽象的な概念などを表す多様
な語旬についての理解を深め、
語感を磨き語彙を豊かにするこ
藻
ア音声の働きや仕組みについて
一376一
学習指導要領の研究
漢字に加え、その他の常用漢字
の大体を読むこと。
（イ）学年別漢字配当表に示されて
いる漢字について、文や文章の
（2）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア纒翻i灘・騰難1灘灘麟
関心をもち、理解を深めるこ
と。
工相手や目的に応じて話や文章
の形態や展開に違いがあること
に気付くこと
オ文の中の文の成分の順序や照
応、文の組立てなどについて考
えること。
力単語の活用について理解し、
助詞や助動詞などの働きに注意
すること。
（2）漢字に関する次の事項につい
て指導する。
ア（第2学年）第1学年までに
学習した常用漢字に加え、その
他の常用漢字のうち300字程度
から350字程度までの漢字を読
むこと。
（第3学年）第2学年までに
学習した常用漢字に加え、その
他の常用漢字の大体を読むこ
と。
イ（第2学年）学年別漢字配当
表の漢字のうち950字程度の漢
字を書き、文や文章の中で使う
こと。
（第3学年）学年別漢字配当
表に示されている漢字を書き、
文や文章の中で使うこと。
（3）書写に関する次の事項につい
て指導する。
ア字形、文字の大きさ、配列・
配置などに配慮し、目的や必要
に応じて調和よく書くこと。
イ漢字の楷書や行書とそれらに
調和した仮名の書き方を理解し
て書くとともに、読みやすく速
く書くこと。
一377一
生野金三・北村好史
●考察〔第3学年〕
以下「1目標」「A話すこと・聞くこと」「B書くこと」「C
読むこと」等にっいて触れることにする。現行の、2学年をひとまと
まりとして押さえられていた内容が、第2学年・第3学年にそれぞれ
割り振られた。
●「1目標」について
「話す能力」「聞く能力」「話し合う能力」の三者の観点から記述され
ている。前段の、育成すべき能力についての観点は、第2学年と同様
「目的・意図の明確化」「社会生活への適応」である。後段では、前段
の指導内容を受け、育成すべき態度が示されている。いずれも後に述
べられる言語活動につながる具体的な記述となっている。
まず、「A話すこと・聞くこと」の領域では、「社会生活にかかわ
ることなど…」が新たに加えられている。社会での様々な場面での言
語活動を意図し、相手との合意形成に向け、「相手や場に応じて話す能
力」「表現の工夫を評価して聞く能力」「課題の解決に向けて話し合う
能力」の育成を掲げている。
次いで、「B書くこと」の領域では、義務教育修了を控え、社会へ
と視点が向かう第3学年の実態を考慮し、これまで身に付けてきた書
くことの能力が、総合的に働くような指導事項となっている。書くこ
とが社会生活において果たしている役割を認識することに重点を置い
た内容となっている。
最後に、「C読むこと」の領域であるが、前段は、読む能力、後段
は、読書態度が示されている。社会生活において求められる、文章の
内容や形式などの価値を判断し、自らの目的や意図に応じて活用して
いく能力の育成を踏まえ、「…評価しながら読む能力」の育成について
示している。読書指導においても、「読書生活」につながる態度の育成
をめざしている。
●「A話すこと・聞くこと」の領域について
「話題・題材」に関する指導事項が最初に示されている。義務教育修
了を控え、社会へと視点が向かう第3学年の実態を捉え、「社会生活の
中から話題を決め、」「自分の経験や知識を整理して…」「説得力のある
話を…」と、その方途を具体的に示している。
「話すこと」では、「イ場の状況や相手の様子に応じて話すととも
に、敬語を適切に使うこと。」といったよりよいコミュニケーション能
力の育成につながる指導事項を設けている。聞き手を意識し、より一
層理解を深めることをめざした内容となっている。
「聞くこと」が指導事項として独立して示されている。「ウ…内容
や表現の仕方を評価して、…」とあるが、これは、バーバル・コミュ
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ニケーションとともに、ノンバーバル・コミュニケーションまでをも
踏まえて考察・検討することを示しているといえる。
社会での様々な場面での言語活動を意図し、相手との合意形成に向
けた「話し合い」についても言及している。
言語活動例が、内容の具現化の観点から示されている。
●「B書くこと」の領域について
「A話すこと・聞くこと」と同様、話題を「社会生活」に求めてい
る。「取材を繰り返す」といった「過程」を重視している。第1学年と
同じく、「構成」に関わる指導事項（「文章の形態の選択」）を明示し
た。「説得力」「資料」の用語は、「A話すこと・聞くこと」にも見ら
れる。特に「…資料を適切に引用する…」ことは、社会において文書
をまとめる場合に、さらには、著作権を保護する意味からも、求めら
れる技術である。
推敲においては、「…文章全体を整えること。」を示し、発信を念頭
に置いた「体裁を整えること」の必要性を説いている。社会生活での
コミュニケーションを前提とした内容である。最後に、論理的な展開
の観点から、評価・批評の場として「交流」を位置付けている。
言語活動例では、「批評文を書くこと」「編集すること」等社会生活
に立脚した文字言語表現力の育成を求めている。
●「C読むこと」の領域について
アでは、社会生活におけるテキストヘの対応を想定して、書き手
が行う表現を意識し、「語旬の使い方」「表現の工夫」に着目した指導
内容となっている。
イにおける「場面や登場人物の設定の仕方」は文学的文章の読み取
りに、「文章の論理の展開の仕方」は説明的文章の読み取りに関わる指
導事項である。
「ウ文章を読み比べるなどして、構成や展開、表現の仕方について
評価する。」の記述からは、社会生活において、一つの課題に対する
様々なテキストに正対し、自らの考えを構築していく上での基本とな
るカ（構成・展開・表現などを比較する力）を志向していることが窺
える。それは、「工文章を読んで人間、社会、自然等について考え、
自分の意見を持つこと。」につながる指導事項でもある。
言語活動例には、上記の指導内容を受け、「批評」があげられてい
る。物語や小説を対象とする「書評」及び生涯にわたる読書生活の活
性化につながる活動である。
いずれにしても第1学年から第3学年を通して、国際的な学力調査
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や教育課程実施状況調査から明らかになった、「文章や資料の解釈、熟
考、評価」「文章を深く読んで分析的に理解して論理的に記述する」と
いった課題への対応を踏まえた編成であり、学習過程の成立を前提と
しながら、成長過程を追って指導事項を系統的に配列した内容である
といってよい。
●〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕
ウ漢字に関する事項
新しく、「α）学年別漢字配当表に示されている漢字について、文や
文章の中で使い慣れること。」が設定された。2学年までに書けるよう
になった漢字を、語句や文脈の中で用いることをめざしている。社会
生活で求められている能力に応じた指導事項となった。従来通り、常
用漢字については、「読み」のみである。
VIおわりに
今回は、表題に示した如く平成20年3月改訂の学習指導要領（小学校
と中学校の国語）に視点を当て、それと旧学習指導要領との対比を試み、
それを基に国語改訂の様相を探ってきた。前述の如く今回の学習指導要領
においては、言語活動の充実、伝統的な言語文化の重視、更にPISA型読
解力の考え方の反映等といったことを中核に据えて改訂されていることが
明らかになった。言語活動の充実をめぐっては、従来「A話すこと・聞
くこと」「B書くこと」「C読むこと」領域の「内容の取扱い」に置か
れていた「言語活動例」が格上げされ「内容」に位置付けられたことから
もその重要性は理解できよう。「言語活動例」を具体的に例示することに
よって言語の教育としての国語科の学習指導の充実を図ろうとしているこ
とが明らかになった。次の伝統的客言語文化の充実をめぐっては、昔話や
神話・伝承等の本や文章、文語調の短歌や俳旬、親しみ易い古文や漢文、
近代以降の文語調の文章等を小学校で取扱い、小学校の段階より古典指導
を本格的に導入し、日本語という言語の特質、またその機能や要素等を史
的変化等の面から捉えさせようとしていることが明らかになった。その次
のPISA型読解力の考え方の反映をめぐっては、「情報の取り入れ一解釈
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一熟考・評価」といったPISA型読解力の枠組みにおいて使用されている
用語の意味的内容を踏襲し、それらの観点より指導事項（内容）が掲げら
れ、読解力、つまり確かな言語力の育成を志向していることが明らかに
なった。斯様な国語の改訂のポイントに鑑み、今後は国語科における学習
指導の展開の構想を具体的に検討していくことが課題となろう。この課題
をめぐっては、稿を改めて論じることにする。
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